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国
家
管
轄
権
は
、
国
際
法
上
の
見
解
に
よ
れ
ば
、「
国
家
主
権
の
具
体
的
発
現
」
で
あ
っ
て
、「
国
家
が
そ
の
国
内
法
を
一
定
範
囲
の

人
、
財
産
ま
た
は
事
実
に
対
し
て
具
体
的
に
適
用
し
行
使
す
る
国
際
法
上
の
権
能
」
で
あ
る
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る）1
（

。
す
な
わ
ち
、
私

人
に
よ
る
行
為
が
国
境
を
越
え
て
行
わ
れ
、
当
該
行
為
に
対
し
て
い
ず
れ
か
の
国
家
が
公
的
規
制
を
及
ぼ
す
場
合
に
は
、
他
の
国
家
も
ま

た
同
種
の
規
制
を
持
つ
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
、
複
数
の
国
家
に
よ
る
管
轄
権
の
行
使
が
主
張
さ
れ
る
結
果
、
管
轄
権
が
抵
触
す
る
と
理
解

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
国
家
管
轄
権
の
競
合
・
抵
触
を
め
ぐ
る
国
際
紛
争
の
解
決
の
た
め
に
は
渉
外
的
私
法
関
係
に
関
す
る
抵
触
法

楢　

 

﨑　

 

み　

ど　

り

国
家
管
轄
権
と
抵
触
規
定
の
一
方
的
・
双
方
的
構
成



一
二
八

規
範
…
…
に
準
拠
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
国
際
法
独
自
の
調
整
基
準
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
」
と
さ
れ
る）2
（

。

　

右
に
見
ら
れ
た
見
解
の
よ
う
に
、
国
家
管
轄
権
に
つ
い
て
国
際
法
上
で
一
般
に
説
か
れ
て
き
た
と
こ
ろ）3
（

を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に

言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
国
家
管
轄
権
と
は
国
際
法
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
る
、
一
定
の
事
物
を
国
内
法
の
適
用
対
象
に
含
め
る
国
家
の
権

利
で
あ
り
、
ま
た
、
私
人
の
行
為
が
国
境
を
越
え
る
場
合
に
は
た
だ
ち
に
│
│
主
権
の
平
等
性
か
ら
│
│
当
該
行
為
に
対
す
る
公
的
規
制

に
つ
い
て
の
諸
国
家
の
管
轄
権
の
衝
突
（
抵
触
）
が
生
じ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
管
轄
権
の
抵
触
の
解
決
に
は
、
国
際
法
上
の
調
整

基
準
（
国
家
管
轄
権
の
適
用
基
準
）
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
主
張
に
お
い
て
は
、
公
権
力
の
行
使
に
か
か
わ
る
渉
外

的
法
律
関
係
と
、
私
人
の
法
律
関
係
に
関
す
る
渉
外
的
私
法
関
係
と
を
分
け
て
、
前
者
に
つ
い
て
は
国
際
法
上
の
管
轄
権
の
配
分
（
調
整
）

基
準
、
後
者
に
つ
い
て
は
国
際
私
法
上
の
規
範
が
適
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
国
際
私
法
上
で
は
、
国
家
管
轄
権
は
、
一
定
の
態
様
の
債
務
履
行
の
禁
止
等
を
定
め
る
公
法
的
性
質
を
持
つ
強
行
的
法
規
を
、

当
該
私
法
関
係
の
準
拠
法
と
は
別
に
適
用
す
る
枠
組
に
お
い
て
、
当
該
法
規
の
法
廷
地
に
お
け
る
考
慮
を
正
当
化
す
る
概
念
と
し
て
扱
わ

れ
て
き
た
。
と
く
に
ド
イ
ツ
の
国
際
私
法
上
、W

engler

の
特
別
連
結
論
を
は
じ
め
と
す
る
諸
理
論
に
そ
の
よ
う
な
考
え
方
が
見
ら
れ

る
こ
と
は
、
筆
者
に
よ
り
既
に
取
り
上
げ
る
機
会
が
あ
っ
た）4
（

。

　

国
際
私
法
上
で
は
、
国
家
管
轄
権
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
国
際
法
学
説
の
見
方
と
は
対
立
す
る
次
の
よ
う
な
認
識
を
共
有

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
管
轄
権
は
、
国
家
の
統
制
権
限
や
公
権
的
規
制
が
渉
外
的
法
律
関
係
に
与
え
る
実
効
性
（
私

法
関
係
に
対
す
る
効
力
）
に
つ
い
て
、
私
法
の
側
に
お
い
て
許
容
さ
れ
る
た
め
の
、
一
つ
の
根
拠
要
素
で
あ
る
。
国
家
管
轄
権
は
、
原
則
的

に
、
そ
の
規
制
国
家
に
よ
り
一
方
的
に
及
ぼ
さ
れ
る
（
国
家
法
が
自
ら
の
管
轄
権
に
つ
い
て
一
方
的
に
主
張
す
る
）
だ
け
で
あ
り
、
複
数
の
公

権
的
法
規
が
同
等
の
立
場
で
│
│
た
と
え
ば
内
国
の
公
権
的
法
規
と
外
国
の
そ
れ
と
が
│
│
抵
触
す
る
こ
と
は
、（
潜
在
的
に
は
あ
り
得
て
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二
九

も
）
前
提
と
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
国
家
管
轄
権
に
つ
い
て
国
際
私
法
上
で
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
公
権
的
法
規
の
実
効
性
（
民

事
法
上
の
効
果
）
が
渉
外
的
に
貫
徹
さ
れ
る
か
で
あ
り
、
法
廷
地
の
国
内
裁
判
所
が
公
的
規
制
の
適
用
に
つ
い
て
管
轄
権
の
行
使
原
理
と

し
て
属
地
主
義
や
効
果
主
義
に
言
及
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
い
ず
れ
か
の
国
│
│
と
く
に
法
廷
地
国
│
│
の
公
権
的
法
規
の
、

私
法
上
の
法
律
関
係
に
対
す
る
効
果
の
貫
徹
を
認
め
る
た
め
の
理
由
と
し
て
で
あ
っ
た
。
国
家
管
轄
権
（
と
く
に
立
法
管
轄
権
）
の
行
使
基

準
に
関
す
る
国
際
的
調
整
ル
ー
ル
は
、
あ
く
ま
で
理
想
と
し
て
の
超
国
家
法
か
、
ま
た
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
条
約
第
八
条
二
項
ｂ
号）5
（

の
よ
う
な
、
い

ず
れ
か
の
締
約
国
の
主
張
す
る
国
家
管
轄
権
│
│
ま
た
は
国
家
管
轄
権
に
基
づ
き
発
布
さ
れ
た
国
家
的
規
制
の
民
事
法
上
の
効
果
│
│
が

他
の
締
約
諸
国
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
た
め
の
ル
ー
ル
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
国
際
法
上
で
、
内
外
の
国
家
的
規
制
に
つ
い
て
管
轄
権
の
衝
突
を
考
え
る
際
に
は
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
、
内
外
の
規
制
に

等
し
く
適
用
可
能
性
を
開
い
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
双
方
的
な
抵
触
規
定
が
、
諸
国
の
主
権
平
等
か
ら
た
だ
ち
に
構
想
さ
れ
る
の

に
対
し
て
、
国
際
私
法
上
で
は
、
内
国
の
国
家
的
規
制
に
つ
い
て
は
、
自
国
法
の
適
用
範
囲
の
み
を
定
め
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
一
方

的
な
抵
触
規
定
が
主
張
さ
れ
る
も
の
の
、
他
方
、
外
国
の
国
家
的
規
制
に
つ
い
て
は
、
民
事
上
の
法
律
関
係
に
当
該
外
国
規
制
が
介
入
す

る
と
見
な
し
て
、
そ
の
介
入
の
効
果
に
つ
い
て
そ
の
外
国
法
に
依
拠
す
る
と
い
う
（「
法
の
事
実
的
適
用
」
な
い
し
「
考
慮
」
と
呼
ば
れ
る
）
抵

触
法
上
の
迂
遠
な
廻
り
道
が
考
え
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
際
私
法
上
、
こ
の
よ
う
な
法
廷
地
国
の
公
権
的
な
強
行
法
規
と
外
国
の
同
様
の
法
規
と
の
取
扱
い
の
区
別
は
、
強

行
法
規
に
つ
い
て
の
特
別
連
結
が
創
唱
さ
れ
た
当
初
か
ら
見
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、W

engle

）
6
（r

は
、
法
廷
地
国
の
強
行
法
も
、
契
約

準
拠
法
国
な
い
し
第
三
国
の
強
行
法
規
も
等
し
く
、
契
約
関
係
の
準
拠
法
と
は
別
に
連
結
さ
れ
る
双
方
的
な
構
成
を
採
っ
て
い
た
。
ま

た
、
連
結
の
対
象
た
る
法
規
は
「
強
行
的
債
務
法
」
と
称
さ
れ
、
あ
く
ま
で
民
事
法
上
の
法
規
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、



一
三
〇

N
eum
aye

）
7
（r

に
よ
っ
て
、
国
際
私
法
の
対
象
と
な
る
の
は
国
家
主
権
の
発
動
た
る
公
権
的
法
規
そ
の
も
の
の
適
用
で
は
な
く
、
そ
の
民
事

法
上
の
効
果
で
あ
る
と
の
理
解
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、K

ege

）
8
（

l

に
よ
っ
て
、
自
国
の
公
権
的
法
規
と
外
国
の
公
権
的
法

規
と
の
取
り
扱
い
の
区
別
が
導
入
さ
れ
、
自
国
経
済
法
の
域
外
適
用
を
め
ぐ
る
経
済
抵
触
法）9
（

理
論
に
至
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
国
際
私
法
の
抵
触
規
定
に
国
家
管
轄
権
の
概
念
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
き
た
か
を
考
え
る
上
で
、
双
方
的
か
一
方
的

か
と
い
う
抵
触
規
定
の
構
成
の
違
い
に
つ
き
、
上
述
の
理
論
の
流
れ
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
内
外
の
公
権
的
法
規
を

区
別
せ
ず
、
双
方
的
に
開
か
れ
た
連
結
に
よ
り
一
律
に
公
権
的
法
規
の
適
用
関
係
を
定
め
よ
う
と
す
る
考
え
方
（
双
方
的
構
成
）
と
、
内

外
の
公
権
的
法
規
を
分
け
て
法
廷
地
国
の
法
規
の
み
に
つ
い
て
そ
の
国
際
的
な
適
用
範
囲
を
定
め
よ
う
と
す
る
考
え
方
（
一
方
的
構
成
）

で
あ
る
。

　

な
お
、「
一
方
的
抵
触
規
定
」
と
言
う
と
き
、
通
例
は
、
自
国
の
法
規
の
適
用
範
囲
の
み
を
定
め
る
抵
触
法
ル
ー
ル
と
理
解
さ
れ
る
が
、

他
方
、
法
規
の
文
言
等
か
ら
当
該
法
規
の
国
際
的
妥
当
範
囲
に
つ
い
て
の
立
法
者
の
意
思
を
解
釈
す
る
│
│
ス
タ
テ
ュ
ー
ト
（
法
規
）
学

説
に
由
来
す
る
│
│
抵
触
法
上
の
方
法
論
と
し
て
理
解
す
る
立
場）10
（

も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
と
く
に
指
定
の
な
い
か
ぎ
り
、
前
者
の
意
味
で

用
い
る
こ
と
と
す
る
。

二　

抵
触
規
定
の
双
方
的
・
一
方
的
構
成

1　
「
強
行
的
債
務
法
」
か
ら
公
法
的
規
定
の
「
私
法
上
の
効
果
」
へ

　

W
engle

）
11
（r

は
、
強
行
的
債
務
法
を
あ
く
ま
で
私
法
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
私
法
で
あ
る
た
め
国
際
私
法
に
よ
り
│
│
当
該
法
規
の
妥
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三
一

当
意
思
な
ら
び
に
当
該
法
規
の
公
布
国
の
国
際
的
管
轄
権
に
基
づ
い
て
│
│
双
方
的
に
連
結
さ
れ
る
。
連
結
は
、W

engler

に
よ
れ
ば
、

最
も
密
接
な
関
係
を
も
つ
法
へ
の
（
自
動
的
な
）
送
致
で
は
な
く
、
法
廷
地
に
お
け
る
法
の
妥
当
を
承
認
す
る
た
め
の
連
関
を
意
味
す
る

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。W

engler

に
よ
れ
ば
、
一
国
の
法
に
よ
り
不
法
と
さ
れ
る
行
為
に
対
し
当
該
法
の
定
め
る
制
裁
（「
不
法
の
効
果

（U
nrechtsfolge

）」）
を
法
廷
地
の
法
秩
序
が
受
け
入
れ
て
内
国
法
化
す
る
か
を
、
契
約
関
係
の
準
拠
法
か
ら
独
立
し
て
判
断
す
る
仕
組
み

が
、「
特
別
な
連
結
」
で
あ
っ
た）12
（

。

　

N
eum
aye

）
13
（r

は
、
国
家
的
な
措
置
と
し
て
の
民
事
法
律
関
係
へ
の
介
入
を
定
め
る
経
済
法
の
法
規
に
つ
い
て
は
、W

engler

と
同
じ

く
、
契
約
関
係
の
準
拠
法
と
は
別
に
、
そ
の
経
済
法
規
の
制
定
国
が
国
際
的
な
管
轄
権
を
持
つ
か
ど
う
か
に
基
づ
い
て
、
そ
の
適
用
を
判

断
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。N

eum
ayer

に
よ
れ
ば
、
経
済
法
の
特
徴
は
「
国
家
に
よ
る
操
作
（staatliche Lenkung

）
を
通
じ
て
経

済
に
公
権
的
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
（öff entliche W

irtschaftsbeeinfl ussung

）」
に
あ
る
と
し）14
（

、
公
的
な
経
済
作
用
を
持
つ
法
規
の
総
体

を
経
済
法
と
し
て
、
そ
の
法
規
の
う
ち
主
権
的
な
命
令
に
あ
た
る
法
規
は
原
則
的
に
公
法
に
分
類
し
得
る
が
、
し
か
し
、
私
人
の
法
律
関

係
に
対
す
る
公
的
行
政
の
作
用
（
主
権
的
な
命
令
の
反
射
効
（Rückw

irkung

））
は
、
私
法
の
範
疇
に
属
す
る
と
し
た）15
（

。
そ
し
て
、
公
法
に

分
類
さ
れ
る
法
規
の
妥
当
範
囲
は
「
国
際
行
政
法
」）
16
（

の
対
象
と
な
る
が
、
私
法
に
属
す
る
効
果
（
経
済
法
規
に
違
反
し
た
効
果
と
し
て
の
私
法

上
の
制
裁
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
国
際
私
法
の
対
象
と
な
る
と
し）17
（

、
当
該
の
経
済
法
規
の
そ
の
よ
う
な
私
法
上
の
効
果
を
法
廷
地
に
お
い

て
貫
徹
さ
せ
る
べ
き
か
は
、
私
法
の
抵
触
規
定
に
お
い
て
、
経
済
法
規
の
発
布
国
が
そ
の
よ
う
な
立
法
の
た
め
の
国
際
的
管
轄
権
を
持
つ

か
に
よ
り
、
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た）18
（

。

　
「
公
法
の
対
象
は
、
下
々
に
対
し
て
垂
直
的
に
向
け
ら
れ
る
主
権
的
な
命
令
で
あ
る
。
国
際
私
法
上
の
事
象
（V

organg

）
…
…
の
対
象
は
、
し
か



一
三
二

し
、
公
法
的
命
令
の
直
接
的
貫
徹
で
は
な
い
。
命
令
の
直
接
的
貫
徹
は
、
む
し
ろ
、
命
令
を
発
令
し
た
国
（Erlaßstaat

）
の
諸
機
関
に
よ
っ
て
、

強
制
執
行
、
刑
罰
、
差
押
と
い
っ
た
主
権
的
な
強
制
手
段
に
よ
り
確
保
さ
れ 

る
。
外
国
の
裁
判
官
に
対
し
て
期
待
さ
れ
る
活
動
（T

ätigkeit

）
は
、

私
法
上
の
確
認
に
制
限
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
垂
直
的
に
国
家
か
ら
契
約
当
事
者
に
対
し
て
作
用
す
る
命
令
が
、
法
の
同
等
と
い
う
原
則
に
よ
り
定

め
ら
れ
る
契
約
当
事
者
ら
の
私
法
上
の
関
係
の
水
平
的
な
（horizontal

）
局
面
に
お
い
て
受
け
る
こ
と
に
な
る
反
射
的
な
作
用
（Rückw

irkung

）

に
つ
い
て
で
あ
る
。」）
19
（

　

N
eum
ayer

は
、
私
法
の
抵
触
規
定
と
、「
国
際
行
政
法
」）
20
（

に
お
け
る
行
政
法
規
の
抵
触
規
定
（「
境
界
規
定
（Grenznorm

）」）
と
の
違

い
に
つ
い
て
、
抵
触
規
定
の
構
成
が
双
方
的
か
一
方
的
か
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
行
政
法
の
抵
触
規
定
（die verw

altungsrechtliche K
ollisionsnorm

）
と
の
相
違
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
次
の
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ

ら
の
規
定
は
、
境
界
規
定
と
し
て
、
法
廷
地
法
上
の
公
法
（das öff entliche Recht der lex fori

）
の
適
用
ま
た
は
不
適
用
に
つ
い
て
一
方
的
に

（einseitig

）
述
べ
る
に
す
ぎ
な
い
。
例
え
ば
ド
イ
ツ
官
庁
は
、
フ
ラ
ン
ス
在
住
の
ド
イ
ツ
市
民
が
外
国
為
替
を
所
持
し
て
い
る
場
合
に
外
国
為
替
の

登
録
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
諸
規
定
に
服
す
る
か
否
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
で
通
用
し
て
い
る
登
録
規
定

が
介
入
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
の
官
庁
は
審
査
で
き
な
い
。
外
国
の
行
政
法
の
適
用
は
、
行
政
法
の
境
界
規
定
に
よ
っ
て
は
、
い
ず
れ
の
場

合
も
仲
介
（verm
itteln

）
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
法
の
抵
触
規
定
（die private K

ollisionsnorm

）
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
送
致
規
定

（V
erw
eisungsnorm

）
と
し
て
の
当
該
規
定
の
本
質
お
よ
び
、
そ
の
法
秩
序
に
お
い
て
当
該
規
定
に
与
え
ら
れ
て
い
る
諸
機
能
か
ら
す
れ
ば
、
必

然
的
に
双
方
的
（zw

eiseitig

）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、﹇
私
法
の
抵
触
規
定
と
し
て
の
﹈
当
該
規
定
は
、
管
轄
を
も
つ
法
（das zuständige 

Recht

）
を
定
め
る
。」）
21
（

　

さ
ら
に
、
私
法
の
抵
触
法
に
お
い
て
は
、W

engler

の
い
わ
ゆ
る
「
強
行
的
債
務
法
」
は
、
契
約
準
拠
法
の
枠
内
で
適
用
さ
れ
れ
ば
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よ
い
強
行
法
規
と
、
契
約
準
拠
法
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
国
際
的
に
貫
徹
が
求
め
ら
れ
る
絶
対
的
強
行
法
規
と
を
分
け
て
考
え
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
さ
れ
る）22
（

。
こ
の
区
別
を
、N

eum
ayer

は
、
当
該
法
規
が
保
護
す
る
利
益
の
種
別
に
応
じ
て
行
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
個
人

の
利
益
の
保
護
の
た
め
の
法
規
は
、
国
際
法
秩
序
（V

ölkerrechtsordnung

）
の
全
体
領
域
に
お
い
て
、
属
人
的
連
結
に
よ
っ
て
、
そ
の

妥
当
範
囲
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
他
方
、
公
共
の
利
益
の
保
護
の
た
め
の
法
規
は
、
契
約
準
拠
法
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
国

の
領
域
に
関
わ
り
を
持
つ
か
ぎ
り
、絶
対
的
適
用
を
求
め
ら
れ
る
法
規
と
さ
れ
る）23
（

。後
者
の
法
規
は
抵
触
に
対
し
て
不
動
の
（konfl iktfest

）

規
定
と
呼
ば
れ
て
い
る
。N

eum
ayer

に
お
い
て
は
、
国
際
的
貫
徹
を
求
め
る
法
規
の
妥
当
領
域
の
確
定
の
た
め
に
は
、
特
別
連
結
が
有

用
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
際
に
は
、
法
廷
地
の
国
内
裁
判
官
は
、
当
該
法
規
の
制
定
国
の
国
際
的
管
轄
権
が
十
分
か
を
国
際
法
上
の
観
点

か
ら
検
証
し
て
判
断
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
る）24
（

。
ま
た
、
行
政
法
規
や
公
権
的
命
令
に
絡
ん
で
い
る
（
民
事
法
上
の
制
裁
と
し
て
の
）
私
法
法

規
は
、
公
共
の
利
益
の
保
護
の
た
め
の
法
規
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
と
し
、
そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、
外
国
為
替
管
理
法

や
独
占
禁
止
法
の
諸
規
制
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る）25
（

。

2　
「
利
益
」
と
公
法
抵
触
法

　

K
ege

）
26
（

l

に
よ
れ
ば
、
公
共
の
利
益
の
た
め
の
法
規
に
つ
い
て
の
領
域
的
な
法
の
管
轄
権
、
お
よ
び
個
人
の
利
益
の
た
め
の
法
規
に
つ
い

て
の
属
人
的
な
法
の
管
轄
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、M

ancini
に
遡
る
イ
タ
リ
ア
学
派
の
理
論
な
ら
び
にPillet

の
理
論
を
先
駆
と
し

て
、
ド
イ
ツ
で
も
古
く
か
ら
諸
学
説
に
よ
り
唱
え
ら
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。K

egel

が
注
目
す
る
の
は
、「
利
益
」
と
抵
触
法
上
の
「
法

の
妥
当
領
域
」
と
の
関
連
で
あ
る
。
と
く
に
公
序
（ordre public

）
に
よ
る
外
国
法
の
適
用
排
除
に
お
い
て
、
法
廷
地
国
の
実
質
法
（
法

廷
地
法lex fori

）
上
の
諸
法
則
が
│
│
外
国
法
の
適
用
結
果
と
内
国
法
秩
序
と
の
両
立
可
能
性
が
吟
味
さ
れ
た
結
果
│
│
貫
徹
さ
れ
る
の



一
三
四

で
あ
れ
ば
、
結
果
と
し
て
、
法
廷
地
国
の
「
利
益
」
か
ら
法
廷
地
法
の
実
質
法
規
の
国
際
的
妥
当
範
囲
を
定
め
る
こ
と
と
変
わ
り
は
な
い

と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
公
序
に
よ
る
ほ
か
に
、
国
際
私
法
上
の
連
結
の
例
外
と
し
て
、
法
廷
地
の
自
国
実
質
法
が
準
拠
外
国
実
質
法
に
優

先
し
て
適
用
さ
れ
る
場
面
を
│
│
「
自
国
の
権
力

4

4

の
利
益
に
お
い
て
（Interesse der M

acht des eigenen Staates

）」
│
│
定
め
る
抵
触

規
定
に
よ
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
と
す
る）27
（

。
こ
の
よ
う
な
「
抵
触
規
定
」
は
、
法
廷
地
の
自
国
実
質
法
規
の
み
の
貫
徹
の
た
め
の
連
結
を

定
め
る
と
い
う
意
味
で
、
一
方
的
抵
触
規
定
で
あ
る
。

　
「
当
事
者
利
益
、
取
引
利
益
、
そ
し
て
秩
序
利
益
は
、
独
自
の
国
際
私
法
上
の
正
義
（die eigenständige internationalprivatrechtliche 

Gerechtigkeit

）
が
顧
慮
さ
れ
る
例
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
の
例
外
と
し
て
、
実
質
私
法
上
の
正
義
（m

ateriellprivatrechtliche Gerechtigkeit

）

の
利
益
に
お
け
る
例
外
、
お
よ
び
自
国
の
権
力
4

4

（M
acht des eigenen Staates

）
の
利
益
に
お
け
る
例
外
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
外
は
、
一
方
で

は
個
別
事
案
に
お
い
て
公
序
を
通
じ
て
表
さ
れ
、
他
方
で
、
通
則
4

4

と
し
て
（in der R

egel

）、
い
わ
ゆ
る
公
序
の
『
特
則
化
（Spezialisierungen

）』、

よ
り
良
く
言
え
ば
、
公
序
の
抵
触
規
定
（K

ollisionsnorm
en des ordre public

）
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
。」）
28
（

　
「
外
国
実
質
法
へ
と
至
る
﹇
当
事
者
利
益
、
取
引
利
益
、
秩
序
利
益
と
い
っ
た
﹈
諸
々
の
利
益
は
、
特
定
の
強
度
4

4

（Stärke

）
を
持
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
諸
利
益
は
決
ま
っ
た
範
囲
4

4

（U
m
fang

）
に
お
い
て
の
み
、
実
質
私
法
上
の
正
当
な
司
法
判
断
を
追
求
す
る
利
益
を
押
し
の
け
る
。
外
国
の

実
質
私
法
の
内
容
が
一
定
の
限
界
│
│
正
義
の
裁
量

4

4

4

4

4

（G
erechtigkeitsspielraum

）
│
│
を
越
え
て
、
自
国
の
実
質
私
法
の
内
容
か
ら
逸
脱
し
て

い
る
と
き
は
、
実
質
法
上
の
正
当
な
司
法
判
断
を
追
求
す
る
利
益
が
貫
徹
さ
れ
る
。
個
別
事
案
で
は
こ
の
こ
と
は
公
序
に
よ
っ
て
な
さ
れ
得
る
。
こ

の
た
め
に
必
要
な
の
は
、
例
え
ば
内
国
民
が
関
与
し
て
い
る
な
ど
の
内
国
牽
連
性
で
あ
る
。
…
…
実
質
私
法
上
の
正
義
の
優
先
は
、
し
か
し
、
通
則
4

4

（R
egeln

）
と
し
て
、
い
ず
れ
か
の
抵
触
規
定
に
よ
っ
て
も
ま
た
実
現
さ
れ
得
る
。
こ
う
し
た
抵
触
規
定
は
、
内
国
牽
連
性
を
、
た
い
て
い
自
ら
の

規
定
の
中
に
定
め
て
い
る
。」）
29
（

　
「
国
際
私
法
上
の
正
義
か
ら
の
別
の
例
外
は
、
実
質
私
法
上
の
正
義
と
い
う
利
益
に
お
い
て
で
は
な
く
、
ま
た
そ
も
そ
も
正
義
の
利
益
に
お
い
て

で
は
全
く
な
く
、
む
し
ろ
自
国
の
権
力
の
、
実
際
的
な
か
つ
推
定
上
の
利
益
に
お
い
て
な
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
『
政
治
的
か
つ
経
済
的
な
諸
利
益
』
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が
働
く
。
た
と
え
ば
密
輸
契
約
に
対
す
る
外
国
の
禁
止
が
そ
の
よ
う
な
契
約
を
正
し
く
拒
絶
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
て
も
、
窮
乏
時
に
は
（bei 

N
otzeiten

）
内
国
へ
の
密
輸
に
は
適
用
さ
れ
な
い
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
ま
た
も
や
個
別
事
案
に
お
い
て
公
序
に
よ
っ
て
介
入
さ
れ
る
か
、
あ
る

い
は
、
通
則
4

4

す
な
わ
ち
公
序
の
抵
触
規
定

4

4

4

4

4

4

4

に
よ
っ
て
介
入
が
な
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
抵
触
規
定
に
見
ら
れ
る
の
は
、
た
と
え
ば
外
国
で
の
内
国
民
に

関
す
る
本
国
法
、
内
国
で
の
外
国
人
に
関
す
る
住
所
地
法
（
ス
イ
ス
の
事
案
を
除
く
）
と
い
う
よ
う
に
、
法
律
上
の
身
び
い
き

4

4

4

4

（juristischer 
Chauvinism

us

）、
す
な
わ
ち
自
国
法
の
優
先
で
あ
る
。」）
30
（

　

K
egel

は
、
自
ら
の
主
張
を
裏
付
け
る
主
張
し
て
、W
engler

が
一
九
四
四
年
の
論
文）31
（

で
（
裁
判
官
が
そ
の
判
断
指
針
と
す
る
）
国
際
私

法
上
の
一
般
諸
原
則
と
し
て
「
政
治
的
利
益
」
を
取
り
上
げ
て
い
る）32
（

こ
と
に
、
言
及
し
て
い
る
。

　
「W

engler

は
、『
政
治
的
利
益
』
を
、
政
治
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
公
序
（ordre public

）
か
ら
、
次
の
点
で
区
別
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
公
序
は
、
外
国
の
実
質
4

4

法
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
る
が
、
政
治
的
利
益
の
原
則
は
、
法
│
│
原
則
的
に
は
自
国
の
法
│
│
の
抵
触
4

4

法
上
の
適

用
範
囲
に
あ
て
は
ま
る
。
し
か
し
外
国
法
に
対
し
て
両
者
の
原
則
は
『
お
そ
ら
く
常
に
』
同
じ
結
果
に
行
き
着
く
で
あ
ろ
う
。
実
質
法
と
抵
触
法
と

の
相
違
（U

nterschied

）
は
特
定
の
諸
事
案
に
お
い
て
は
非
常
に
難
し
く
、
ま
た
明
白
で
は
な
い
。
外
国
の
物
を
収
用
す
る
法
令
は
、
実
質
規
定

か
そ
れ
と
も
抵
触
規
定
か
、
双
方
と
も
同
じ
か
、
ま
た
は
双
方
を
区
別
す
る
境
界
例
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
政
治
的
利
益
の
原
則
は
、W

engler

に
よ

れ
ば
、
自
国
の
実
質
法
の
適
用
を
拡
大
す
る
こ
と
に
そ
の
重
点
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
…
…
」）
33
（

　

K
egel

は
、
法
廷
地
の
裁
判
官
は
自
国
の
政
治
的
利
益
に
つ
い
て
配
慮
で
き
て
も
、
外
国
の
政
治
的
利
益
を
斟
酌
す
る
立
場
に
は
な
い

と
い
う
理
由
か
ら
、W

engler

の
提
唱
し
た
裁
判
官
に
よ
る
「
法
の
援
助
」
を
、
法
廷
地
法
上
の
法
規
の
み
に
狭
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。

外
国
の
政
治
的
な
法
規
に
つ
い
て
は
、
そ
の
法
が
外
国
の
権
力
の
境
界
内
で
貫
徹
さ
れ
る
場
合
（
例
え
ば
外
国
所
在
の
財
産
に
対
す
る
収
用
な



一
三
六

ど
）
に
は
、
法
廷
地
に
お
い
て
「
法
（Recht

）」
と
し
て
承
認
で
き
る
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
法
の
貫
徹
可
能
性
に
基
づ
く
外

国
の
公
権
的
な
実
質
法
の
承
認
は
あ
く
ま
で
例
外
で
あ
っ
て
、
原
則
的
に
は
外
国
の
政
治
的
法
規
は
法
廷
地
で
は
適
用
さ
れ
な
い
と
さ
れ

る
）
34
（

。
自
国
の
実
質
法
規
も
ま
た
原
則
的
に
は
自
国
の
権
力
領
域
内
に
制
限
さ
れ
る
と
し
、
そ
の
よ
う
な
属
地
主
義
に
よ
る
こ
と
で
│
│
私

法
の
抵
触
法
（
国
際
私
法
）
に
対
す
る
│
│
国
際
「
公
」
法
（internationales öff entliches Recht

）
が
成
立
す
る
と
述
べ
て
い
る）35
（

。
こ
こ

で
い
う
国
際
「
公
」
法
は
、
法
廷
地
の
国
内
法
と
し
て
の
公
法
抵
触
法
で
あ
る
。

　
「
政
治
的
利
益
は
、
個
別
事
案

4

4

4

4

に
お
い
て
、
ま
た
は
通
則

4

4

と
し
て
、
作
用
す
る
。
個
別
事
案
で
は
政
治
的
利
益
は
公
序
に
よ
っ
て
作
用
す
る
。
た

と
え
ば
ド
イ
ツ
民
法
典
施
行
法
（
Ｅ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
）
第
三
〇
条
の
よ
う
な
一
般
条
項
か
ら
、
さ
ら
に
他
の
一
般
条
項
（
ド
イ
ツ
民
法
典
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
）
第

一
三
八
条
、
第
二
四
二
条
、
第
八
二
六
条
）
か
ら
、
特
別
な
諸
規
定
が
発
展
し
得
る
。
ま
た
発
展
し
て
き
た

4

4

4

4

。
大
い
な
る
例
を
、
我
々
は
、
国
際
収

用
法
、
通
貨
法
、
外
国
為
替
管
理
法
に
見
て
い
る
。
こ
の
種
の
外
国
の
法
令
は
、
当
該
外
国
が
そ
の
国
の
権
力
の
限
界
内
に
と
ど
ま
る
場
合
に
は
、

通
則
的
に

4

4

4

4

（regelm
äßig

）、
法4

と
し
て
承
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
種
の
自
国
の
実
質
規
定
も
ま
た
、
原
則
的
に
は
自
国
の
権
力
領
域
に
制
限

さ
れ
る
。
こ
こ
に
国
際
『
公
』
法
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。」）
36
（

　

す
な
わ
ち
、K
egel

に
よ
れ
ば
、
政
治
的
利
益
な
い
し
公
共
の
利
益
に
基
づ
く
実
質
法
規
に
つ
い
て
は
、
立
法
者
に
よ
っ
て
そ
の
国
際

的
妥
当
範
囲
が
定
め
ら
れ
、
立
法
に
よ
る
定
め
が
な
い
場
合
は
、
そ
の
国
の
裁
判
官
が
自
国
の
政
治
的
利
益
を
考
慮
し
て
妥
当
範
囲
を
決

定
す
る
。
他
方
、
外
国
の
公
権
的
な
法
規
は
、
私
人
の
利
益
と
の
関
係
で
は
、
そ
の
外
国
の
領
域
的
な
権
力
の
範
囲
内
で
当
該
規
定
が
貫

徹
さ
れ
る
場
合
に
は
、
例
外
的
に
内
国
の
法
廷
地
に
お
い
て
法
と
し
て
承
認
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
原
則
的
に
は
承
認
さ
れ

な
い
。
全
体
と
し
て
は
、
権
力
の
利
益
（im

 Interesse der M
acht

）
に
お
い
て
は
、
自
国
法
の
優
先
（Bevorzugung des eigenen 
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Rechts

）
が
導
か
れ
る
と
さ
れ
る）37
（

。

3　

ア
メ
リ
カ
抵
触
法
学
の
影
響

　

K
egel

に
お
い
て
は
、
国
家
の
「
権
力
（M

acht

）」
は
、
法
の
制
定
や
執
行
の
た
め
の
国
家
管
轄
権
（state jurisdiction

）
と
同
じ
意

味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う）38
（

。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
抵
触
法
学
の
い
う
「
統
治
利
益
（governm

ental interest

）」
に

も
相
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、
制
定
国
の
政
治
的
利
益
を
反
映
し
た
公
権
的
法
規
に
つ
い
て
、
法
廷
地
の
内
国
法
に
つ
い
て
は
自
国
の
政
治

的
利
益
、
外
国
法
に
つ
い
て
は
法
の
貫
徹
可
能
性
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
法
廷
地
裁
判
所
に
よ
る
法
の
適
用
を
決
定
す
るK

egel

の
考
え
方

に
は
、
ア
メ
リ
カ
抵
触
法
か
ら
の
影
響
が
見
て
取
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、「
利
益
」
か
ら
抵
触
的
正
義
（
法
廷
地
に
お
け
る
内
外
の
法
の
貫
徹
の
正
当
化
）
を
導
く
考
え
方
と
し
て
、K

egel

は
、
と
く

にCavers

の
一
九
三
三
年
論
文）39
（

を
引
用
し
て
い
る
。Cavers

は
、「
政
治
的
利
益
」
の
考
慮
に
お
い
て
法
廷
地
法
の
実
質
規
定
の
目
的

や
内
容
を
検
討
し
、
競
合
す
る
外
国
の
法
域
（jurisdiction

）
と
の
間
で
選
択
す
る
理
論
を
主
張
し
た
。
ほ
か
に
、「
統
治
利
益
を
助
成
す

る
手
段
と
し
て
外
国
の
法
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
」
外
国
の
法
規
は
法
廷
地
で
は
承
認
さ
れ
な
い
、
と
す
る
一
九
三
四
年
の
ア
メ
リ
カ
抵

触
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（
第
一
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
）
第
六
一
〇
条
も
引
用
さ
れ
て
い
る）40
（

。

　

ア
メ
リ
カ
で
独
占
禁
止
法
の
域
外
適
用
に
つ
い
て
最
初
に
抵
触
法
ア
プ
ロ
ー
チ
を
検
討
し
た
と
さ
れ
るBrew

ste

）
41
（r

も
、
一
九
五
八
年

の
著
書
で
、「
立
法
管
轄
権
を
持
つ
国
が
、
他
の
国
も
ま
た
立
法
管
轄
権
を
持
つ
と
き
に
、
そ
の
法
を
適
用
す
べ
き
か
」
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
は
、
立
法
管
轄
権
を
支
え
る
諸
要
素
の
み
な
ら
ず
抵
触
法
の
領
域
で
表
現
さ
れ
て
き
た
他
の
諸
要
素
を
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る

と
し
、
立
法
管
轄
権
の
抵
触
問
題
が
通
常
の
抵
触
法
の
問
題
と
異
な
る
の
は
、
裁
判
官
が
自
国
（
法
廷
地
）
の
法
を
適
用
す
る
か
否
か
を



一
三
八

選
択
で
き
る
だ
け
で
、
他
国
の
法
を
│
│
そ
の
国
の
法
が
法
廷
地
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
得
る
私
法
上
の
救
済
を
提
供
し
て
い
る
場
合
を
除

い
て
│
│
適
用
す
る
選
択
肢
を
予
備
と
し
て
持
た
な
い
点
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る）42
（

。

　

こ
の
よ
う
に
法
廷
地
の
自
国
実
質
法
規
の
優
先
的
適
用
を
導
く
ア
メ
リ
カ
抵
触
法
学
の
考
え
方
は
、K

egel

以
降
も
、
ド
イ
ツ
の
「
経

済
抵
触
法
」
理
論
に
お
い
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　
「
経
済
抵
触
法
」
は
、
諸
国
家
の
経
済
的
利
益
の
衝
突
を
扱
う
の
で
は
な
く
、
国
際
取
引
に
関
わ
る
民
事
的
法
律
関
係
に
対
す
る
国
家

法
と
く
に
経
済
法
の
規
律
の
作
用
│
│
独
占
禁
止
法
な
ど
の
域
外
適
用
│
│
を
扱
う
領
域
で
あ
る
と
さ
れ
る）43
（

。「
経
済
抵
触
法
」
の
対
象

と
な
る
規
定
は
、
一
国
の
政
治
的
利
益
や
経
済
的
利
益
を
反
映
し
た
「
秩
序
政
策
的
規
定
」
ま
た
は
「
介
入
規
定
」
と
呼
ば
れ
る
公
権
的

法
規
で
あ
る
。
自
国
の
法
規
と
外
国
の
そ
れ
と
を
分
け
て
、
自
国
の
法
規
に
つ
い
て
の
み
優
先
的
な
国
際
的
妥
当
を
定
め
る
一
方
的
抵
触

規
定
を
考
え
る
点
で
、「
経
済
抵
触
法
」
は
、K

egel

の
権
力
理
論
や
ア
メ
リ
カ
抵
触
法
学
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
外
国
の
経
済
法
規
は
、

法
廷
地
に
お
い
て
は
法
と
し
て
適
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
私
法
上
の
請
求
権
に
関
す
る
法
律
上
の
「
先
決
問
題
」
に
お
い
て
、
ま
た
は

自
国
の
法
規
の
「
要
件
事
実
」
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。D

robni

）
44
（g

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
い
ず
れ
に
せ
よ
西
洋
の
国
際
法
学
説
（w

estliche V
ölkerrechtslehre

）
に
お
い
て
は
、
ま
た
経
済
抵
触
法
に
お
い
て
も
、
出
発
点
の
上
で
ほ

と
ん
ど
次
の
よ
う
な
一
致
が
存
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
の
国
家
も
、
そ
の
主
権
の
領
域
的
な
境
界
に
基
づ
い
て
、
そ
の
国
の
秩
序
政
策

的
な
諸
規
定
お
よ
び
そ
れ
ら
の
規
定
か
ら
導
か
れ
る
請
求
権
を
、
そ
の
境
界
の
外
で
は
、
公
権
力
に
よ
っ
て
も
、
私
法
上
の
請
求
権
を
基
本
的
に
身

に
ま
と
っ
て
も
、
貫
徹
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」）
45
（

　
「『
外
国
の
経
済
法
の
域
外
的
適
用
（extraterritoriale A

nw
endung

）』
は
、
原
則
的
に
は
、
外
国
の
経
済
法
の
い
ず
れ
か
の
規
定
を
、
私
法

上
の
請
求
権
に
関
す
る
司
法
判
断
に
お
い
て
付
随
的
に
（inzident

）
適
用
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
法
律
上
の
先
決
問
題
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三
九

（V
orfrage

）
を
解
決
す
る
か
、
ま
た
は
、
外
国
の
当
該
規
定
を
法
的
に
重
要
な
要
件
事
実
（rechtserhebliche T

atsache

）
と
し
て
﹇
事
実
的

に
﹈
評
価
す
る
か
に
限
定
さ
れ
る
。」）
46
（

　
「
本
問
題
（H

auptfrage

）
は
私
法
上
の
請
求
権
に
該
当
す
る
た
め
、
ま
ず
準
拠
さ
れ
る
法
秩
序
に
つ
い
て
私
法
の
抵
触
法
上
の
問
題
が
生
じ
、

当
該
問
題
は
国
際
私
法
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
。
国
際
私
法
の
ル
ー
ル
に
よ
り
、
基
準
と
な
る
私
法
秩
序
、
い
わ
ゆ
る
効
果
法

（W
irkungsstatut, die lex causae

）
が
指
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
私
法
の
抵
触
法
上
の
効
果
法
が
論
理
的
・
実
務
的
に
優
先
す
る
た
め
、
国

際
私
法
は
、
秩
序
政
策
的
な
諸
規
定
を
『
介
入
規
定
』
と
称
す
る
傾
向
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
い
わ
ば
オ
オ
カ
ミ
の
よ
う
に
、

世
界
的
に
代
替
可
能
な
私
法
上
の
諸
規
定
に
よ
る
予
定
さ
れ
た
群
畜
的
調
和
（die prästabilierte H

erdenharm
onie der w

eltw
eit fungiblen 

Zivilrechtsnorm
en

）
を
破
る
か
ら
で
あ
る
。」）
47
（

　
「
本
問
題
が
、
私
法
上
の
規
定
で
は
な
く
、
む
し
ろ
行
政
法
な
い
し
社
会
法
上
の
規
定
に
よ
っ
て
答
え
ら
れ
る
べ
き
場
合
に
も
、
原
則
的
に
は
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
大
多
数
の
諸
国
で
利
用
に
付
さ
れ
て
い
る
一
方
的
な
抵
触
規
定
に
よ
れ
ば
、
そ

れ
は
ほ
と
ん
ど
常
に
、
法
廷
地
法
の
規
定
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
外
国
の
経
済
法
に
従
っ
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
先
決
問
題
が
立
て
ら
れ
る
。

…
…
つ
ま
り
、
法
廷
地
法
上
の
介
入
規
定
に
つ
い
て
の
経
済
抵
触
法
の
連
結
は
、
当
該
介
入
規
定
が
作
用
す
る
法
律
関
係
に
つ
い
て
の
私
法
の
抵
触

法
﹇
国
際
私
法
﹈
の
連
結
に
か
か
わ
ら
ず
、
実
行
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
私
法
の
見
地
か
ら
対
象
と
な
る
の
は
、
内
国
の
秩
序
政
策
的
な
諸
規

則
の
特
別
連
結
（Sonderanknüpfung der inländischen ordnungspolitischen Regeln

）
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
諸
規
則
は
、
法

廷
地
国
の
裁
判
所
に
よ
る
絶
対
的
貫
徹
（unbedingte D

urchsetzung

）
を
求
め
る
か
ら
で
あ
る
。」）
48
（

　

Basedo

）
49
（w

も
ま
た
、「
経
済
抵
触
法
」に
お
い
て
、外
国
の
公
法
規
定
の
適
用
は
あ
く
ま
で﹇
法
廷
地
国
の
﹈好
意
的
な
許
容（freundliche 

Zulassung

））
50
（

と
し
て
行
う
も
の
で
あ
り）51
（

、
内
国
の
介
入
法
規
と
は
同
じ
に
は
扱
え
な
い
と
す
る
。
そ
の
た
め
、Basedow

は
、
双
方
的

な
抵
触
規
定
を
放
棄
し）52
（

、
外
国
の
債
務
法
が
契
約
準
拠
法
の
場
合
で
も
自
国
法
（
法
廷
地
法
）
の
適
用
を
認
め
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、

一
方
的
連
結
と
し
て
の
特
別
連
結
を
使
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た）53
（

。
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公
法
的
規
定
の
双
方
的
抵
触
規
定

　

Zw
eiger

）
54
（t
は
、
法
廷
地
の
裁
判
官
は
外
国
の
公
法
を
は
た
し
て
国
際
私
法
の
枠
内
で
扱
う
べ
き
か
否
か
と
い
う
問
題
と
と
も
に
、
国

際
私
法
上
の
双
方
的
（zw

eiseitig

）
抵
触
規
定
、
す
な
わ
ち
自
国
法
に
つ
い
て
そ
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
だ
け
で
は
な
く
外
国
法
を
も
指

定
す
る
抵
触
規
定
が
、「
公
法
抵
触
法
」
に
な
じ
む
か
否
か
と
い
う
問
題
を
提
起
し
た
。

　

ま
ず
、
前
者
の
問
題
に
つ
き
、
外
国
公
法
不
適
用
と
い
う
原
則
は
も
は
や
効
力
を
失
っ
て
い
る
と
し
、
ま
た
、
外
国
の
公
法
的
法
規
そ

の
も
の
で
は
な
く
そ
の
民
事
法
上
の
作
用
の
み
を
国
際
私
法
の
対
象
と
す
る
考
え
方
は
、
当
該
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
批
判
し
て

い
る
。

　
「
内
国
の
裁
判
官
が
外
国
公
法
を
い
か
な
る
状
況
下
で
も
適
用
し
な
い
と
い
う
命
題
は
、
実
際
に
妥
当
し
て
き
た
と
さ
れ
る
範
囲
で
、
も
は
や
確

実
に
は
妥
当
し
な
い
。
…
…
こ
の
こ
と
は
、
と
り
わ
け
、
両
大
戦
間
の
通
貨
管
理
の
時
期
、
ま
た
一
九
四
五
年
後
の
当
初
の
時
期
に
、
は
っ
き
り
と

目
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
時
期
の
外
国
為
替
管
理
法
は
、
疑
い
よ
う
も
な
く
、
公
法
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
公
法
の
適
用
可
能
性

の
問
題
が
ま
さ
し
く
国
際
私
法
か
ら
立
て
ら
れ
た
の
は
、
次
の
点
に
基
づ
く
。
す
な
わ
ち
、
多
く
の
公
法
的
規
定
は
、
そ
れ
ら
の
規
律
領
域
を
越
え

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
事
法
上
の
反
作
用
（Rückw

irkung

）
を
も
展
開
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
国
際
私
法
に
と
っ
て
興
味
深
い
複
数
の
例
に
お
い

て
、
こ
う
し
た
民
事
法
上
の
反
作
用
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
ま
ず
最
初
は
、
そ
う
し
た
公
法
の
う
ち
の
い
わ
ば
私
法
的
に
重
要
と
な
る
領
域
を
、
公

法
的
見
地
か
ら
の
み
意
義
の
あ
る
領
域
か
ら
切
り
離
す
こ
と
が
模
索
さ
れ
た
。
し
か
し
、
根
本
的
問
題
を
避
け
よ
う
と
す
る
そ
の
よ
う
な
試
み
は
、

状
況
を
解
明
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
我
々
の
現
代
の
憲
法
が
我
々
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
、
公
法
は
全
体
と
し
て
至
る
所
へ
放
射
す
る
の
で

あ
り
、
民
事
法
上
の
効
果
や
効
力
を
前
も
っ
て
排
除
さ
れ
得
る
よ
う
な
種
類
の
公
法
規
定
は
無
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

外
国
の
外
国
為
替
管
理
法
が
、
た
と
え
ば
輸
出
入
の
契
約
に
つ
い
て
外
為
法
上
の
認
可
を
要
し
、
ま
た
認
可
な
し
で
は
契
約
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
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定
め
て
い
る
と
き
は
、
法
廷
地
の
裁
判
官
に
よ
る
そ
の
よ
う
な
法
の
適
用
の
問
題
は
、
結
局
は
、
裁
判
官
は
は
た
し
て
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、

外
国
の
公
法
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
と
い
う
根
本
的
問
題
と
一
致
し
て
い
た
の
で
あ
る
。」）
55
（

　

Zw
eigert

は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
（
Ｂ
Ｇ
Ｈ
）
が
そ
の
一
九
五
七
年
判
決）56
（

に
お
い
て
「
公
法
抵
触
法
」
の
存
在
を
認
め
、
そ
の
原
則
と

し
て
の
属
地
主
義
を
取
り
上
げ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
外
国
公
法
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
し
か
し
「
公
法
抵
触
法
」
の
属
地
主
義
で
は

な
く
、
む
し
ろ
国
際
私
法
の
抵
触
規
定
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　
「
私
と
し
て
は
、
本
判
決
の
結
論
は
是
認
で
き
る
。
し
か
し
、
国
際
私
法
に
お
い
て
│
│
ま
た
は
よ
り
広
い
抵
触
法
に
お
い
て
そ
の
規
律
も
ま
た

常
に
│
│
属
地
主
義
の
原
則
に
言
及
し
て
い
る
の
を
耳
に
す
る
の
は
、
い
た
た
ま
れ
な
い
。
当
該
原
則
は
、
抵
触
法
に
お
い
て
全
く
何
も
求
め
て
は

な
ら
な
い
。
我
々
が
で
き
る
の
は
、
法
の
属
地
主
義
に
言
及
す
る
（
そ
の
場
合
に
は
あ
ら
ゆ
る
純
粋
な
抵
触
法
の
検
討
を
否
定
す
る
）
か
、
ま
た
は
、

抵
触
法
の
考
え
方
を
行
う
（
そ
の
場
合
に
は
い
か
な
る
連
結
が
有
意
義
か
ま
た
は
拒
否
す
べ
き
か
を
議
論
で
き
る
が
、
属
地
主
義
の
原
則
に
は
触
れ

る
べ
き
で
は
な
い
）
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
抵
触
法
と
属
地
主
義
と
は
火
と
水
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
属
地
主
義
と
い
う
水
が
、
抵

触
法
の
検
討
と
い
う
火
を
消
し
て
し
ま
う
か
、
ま
た
は
、
抵
触
法
の
検
討
と
い
う
火
が
、
属
地
主
義
の
原
則
を
蒸
発
さ
せ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ

る
。」）
57
（

　

双
方
的
抵
触
規
定
に
よ
る
べ
き
と
の
主
張
は
、
法
廷
地
国
が
自
国
の
利
益
に
の
み
配
慮
す
る
の
で
は
な
く
、
自
国
を
取
り
巻
く
国
際
社

会
の
利
益
に
対
し
て
開
か
れ
た
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
国
際
的
な
礼
譲
（com

itas

）
や
協
働
の
視
点
か
ら
な
さ
れ
て
い

る
）
58
（

。
す
な
わ
ち
、
他
の
諸
国
が
有
す
る
「
国
際
的
に
典
型
的
な
利
益
」
に
配
慮
す
る
姿
勢
を
、
内
外
の
公
法
的
規
定
に
開
か
れ
た
双
方
的



一
四
二

な
特
別
連
結
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
明
白
に
で
き
る
と
い
う
の
がZw

eigert

の
考
え
で
あ
っ
た
。

　
「﹇
私
の
第
二
の
﹈
問
題
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
私
法
に
よ
っ
て
発
展
さ
れ
て
き
た
完
全
な
抵
触
規
定
（vollständige 

K
ollisionsnorm

en

）
│
│
自
国
の
法
の
適
用
範
囲
を
限
界
付
け
る
だ
け
で
は
な
く
外
国
法
へ
も
送
致
す
る
│
│
に
よ
る
方
法
は
、
公
法
的
規
定
を

特
別
に
対
象
と
し
た
﹇
公
法
﹈
抵
触
法
に
お
い
て
も
居
場
所
を
持
つ
か
（ihren Platz haben

）、
な
じ
む
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

私
法
と
公
法
の
中
間
領
域
で
あ
る
法
分
野
、
す
な
わ
ち
労
働
法
、
社
会
法
、
経
済
法
に
つ
い
て
は
、
多
数
の
個
別
的
問
題
が
白
紙
の
ま
ま
で
あ
る
と

し
て
も
、
こ
の
問
題
が
肯
定
さ
れ
得
る
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る
。」）
59
（

　
「
公
法
の
領
域
で
は
徹
頭
徹
尾
、
自
国
の
政
治
的
な
法
の
領
域
を
注
意
深
く
限
界
付
け
て
い
る
精
神
（Geist

）
に
お
い
て
、
一
方
的
な
抵
触
規
定

が
立
て
ら
れ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
抵
触
法
の
規
定
の
一
方
的
な
表
現
形
式
は
、『
自
国
の
利
益
』
を
起
点
と
す
る
こ
と
、
ま
た
、
個
々
の
国
の
権
力

政
策
・
経
済
政
策
上
の
利
益
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
、
ほ
の
め
か
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
抵
触
規
定
の
双
方
的
な
表
現
形
式
、
す
な
わ

ち
、
い
ず
れ
の
国
が
も
っ
と
も
容
易
に
（am
 ehesten

）
特
定
の
事
実
関
係
を
規
律
し
得
る
か
、
ま
た
規
律
す
べ
き
か
と
問
う
こ
と
に
お
い
て
は
、

お
の
ず
と
国
際
的
な
分
業
（A

rbeitsteilung
）
や
協
働
（Zusam

m
enarbeit

）
の
考
え
が
前
面
に
出
て
く
る
。」）
60
（

　

Zw
eigert

の
見
解
に
対
し
て
厳
し
い
批
判
を
行
っ
た
の
がM

ann

で
あ
る）61
（

が
、M

ann

も
ま
た
、
属
地
主
義
の
よ
う
な
一
方
的
な
抵

触
規
定
で
は
な
く
、
双
方
的
な
抵
触
規
定
の
構
成
に
よ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

　

M
ann

は
、
ア
メ
リ
カ
抵
触
法
学
の
「
利
益
」
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

　
「
抵
触
法
学
（confl ict of law

s

）
の
分
野
で
、
利
益
分
析
（the analysis of interests

）
理
論
が
│
│Currie

の
悲
惨
な
（calam

itous

）
影

響
下
で
│
│
基
礎
を
得
た
よ
う
に
、
国
際
的
管
轄
権
（international jurisdiction
）
の
分
野
で
は
、
利
益
衡
量
（a balance of interests

）
理
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論
を
我
々
は
耳
に
す
る
。
こ
う
し
た
並
行
（parallelism

）
は
、
国
際
私
法
と
国
際
法
と
の
歴
史
的
な
相
互
関
係
に
つ
い
て
関
心
を
抱
く
あ
ら
ゆ
る

者
を
魅
了
し
て
い
る
。
し
か
し
、
分
析
と
言
お
う
と
衡
量
と
言
お
う
と
、
利
益
は
、
法
に
お
い
て
は
、
有
害
で
誤
解
を
招
く
道
し
る
べ
（a bad 

and m
isleading guide

）
で
あ
る
。
…
…
い
わ
ゆ
る
利
益
衡
量
は
、
政
治
的
な
考
慮
（a political consideration

）
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
重

要
な
の
は
、
主
観
的
で
政
治
的
な
利
益
で
は
な
く
、
諸
々
の
事
実
と
そ
れ
ら
の
法
的
評
価
と
の
間
の
関
連
に
十
分
な
重
点
を
置
く
、
客
観
的
な
密
接

関
連
性
テ
ス
ト
で
あ
る
。
法
律
家
は
、
利
益
で
は
な
く
、
関
連
を
比
較
衡
量
す
る
。」）
62
（

　

M
ann

は
、「
公
法
抵
触
法
」
も
批
判
し
て
い
る
。
外
国
公
法
不
適
用
の
原
則
は
い
ま
だ
妥
当
す
る
と
し
、
外
国
公
法
が
法
廷
地
に
お

い
て
法
と
し
て
適
用
さ
れ
る
の
は
、
あ
り
得
な
い
と
す
る
。

　
「
ま
ず
、
公
法
の
抵
触
法
な
る
も
の
は
全
く
存
在
し
な
い
…
…
ド
イ
ツ
の
裁
判
官
、
税
関
検
査
官
、
銀
行
公
務
員
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
外
為
法

を
適
用
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
法
則
は
存
在
し
な
い
…
…
公
法
の
性
質
を
持
つ
規
定
が
定
義
す
る
の
は
、
全
く
別
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
い
か
な
る
渉

外
的
事
実
関
係
に
そ
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
欲
し
て
い
る
か
で
あ
る
。
国
家
の
公
法
的
規
範
は
ど
の
よ
う
に
国
際
的
に
限
界
付
け
ら
れ
る

か
？
こ
れ
は
通
例
、﹇
法
規
の
﹈
解
釈
問
題
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
問
題
は
、
解
釈
さ
れ
る
当
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
場
合
、
つ

ま
り
、
特
定
の
意
味
に
お
け
る
抵
触
法
上
の
問
題
が
判
断
さ
れ
た
場
合
に
の
み
、
ま
た
そ
の
場
合
に
は
じ
め
て
、
浮
上
す
る
。（
そ
の
よ
う
な
解
釈

問
題
を
一
方
的
抵
触
規
定
（eine einseitige K

ollisionsnorm
）
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
用
語
は
何
も
獲
得
し
な

い
が
、﹇
…
﹈
当
該
の
規
定
が
実
際
に
は
そ
う
し
た
特
質
を
持
っ
て
い
な
い
の
に
国
際
私
法
の
一
方
的
抵
触
規
定
の
よ
う
に
演
じ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
無
害
（unschädlich
）
で
あ
る
）。」）
63
（

　

M
ann

は
、
公
法
的
規
定
が
私
法
上
の
法
律
関
係
に
与
え
る
作
用
は
、
契
約
の
「
効
果
法
」
の
な
か
で
全
体
で
一
つ
の
法
と
し
て
適
用

す
べ
き
で
あ
る
と
す
る）64
（

。
そ
し
て
、「
効
果
法
」
す
な
わ
ち
「
契
約
の
プ
ロ
パ
ー
・
ロ
ー
」
を
決
定
す
る
上
で
、
契
約
当
事
者
の
属
人
的



一
四
四

連
結
、
と
く
に
債
務
者
の
住
所
地
の
法
に
よ
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

　
「
見
過
ご
せ
な
い
の
は
、
個
々
の
点
で
は
相
違
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
結
論
と
し
て
、
一
九
五
九
年
Ｂ
Ｇ
Ｈ
判
決
が
債
権
の
所
在
す
な

わ
ち
債
務
者
の
住
所
地
を
連
結
点
と
し
て
い
る
こ
と
、Zw

eigert

が
債
務
履
行
と
な
る
財
産
価
値
の
移
転
が
完
全
に
な
い
し
部
分
的
に
行
わ
れ
る

地
（
通
例
は
債
務
者
の
住
所
地
と
一
致
す
る
）
の
法
へ
と
送
致
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
てK

egel

が
貫
徹
の
た
め
の
権
力
を
持
つ
（
つ
ま
り
同
じ
く

債
務
者
が
た
い
て
い
そ
の
住
所
を
有
す
る
）
法
を
優
先
し
て
い
る
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
じ
結
果
に
し
ば
し
ば
行
き
着
い
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
前
述
し
た
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
な
ぜ
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
義
的
な
出
発
点
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
共
通
の
結
果
ま
で
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
か
を

証
明
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
務
者
の
住
所
は
、
一
方
で
は
、
債
権
に
お
け
る
所
在
地
と
し
て
の
連
結
点
と
さ
れ
、
他
方
で
は
、
契
約
に
お

け
る
履
行
地
と
し
て
の
連
結
点
と
さ
れ
て
い
る
。
前
者
に
お
い
て
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
の
は
、
物
権
の
観
点
で
あ
る
。
後
者
に
お
い
て
は
、
債
務

者
の
住
所
は
、
明
示
的
・
黙
示
的
な
合
意
に
対
し
て
は
間
違
い
な
く
優
先
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
に
、
効
果
法
（W

irkungsstatut

）
以

外
に
、
ま
た
は
完
全
に
効
果
法
に
代
わ
っ
て
、
別
の
連
結
点
を
設
置
し
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
方
法
で
外
国
の
介
入
法
に
対
し
て
さ
ら
な
る
裁
量
を
与

え
る
、
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
傾
向
に
は
、
反
対
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。」）
65
（

　

Schuri

）
66
（g

も
、
外
国
の
法
規
に
反
映
さ
れ
た
「
利
益
」
を
勘
案
す
る
の
で
は
な
く
、
国
際
私
法
上
の
「
連
結
」
に
お
い
て
、
外
国
の
法

規
を
法
廷
地
に
お
い
て
適
用
す
る
方
法
を
採
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。Schurig

は
、
外
国
立
法
者
の
妥
当
要
求
（A

nspruch

）
を
「
分

解
」
し
て
、
段
階
的
に
捉
え
て
、
連
結
に
お
い
て
そ
の
法
規
の
妥
当
意
思
（
抵
触
法
上
の
要
求
）
を
捉
え
れ
ば
よ
い
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、

特
別
連
結
論
の
い
う
法
の
妥
当
意
思
と
は
、
法
を
制
定
し
て
い
る
国
の
統
治
利
益
と
言
い
換
え
ら
れ
、
制
定
国
の
抵
触
法
に
よ
る
当
該
国

の
実
質
法
へ
の
送
致
と
し
て
読
み
替
え
ら
れ
る
と
す
る
。
そ
こ
で
、
法
廷
地
の
メ
タ
抵
触
規
定
（Grundkollisionsnorm

）
か
ら
、
ま
ず

そ
の
外
国
に
送
致
し
て
、
そ
の
際
に
、
外
国
の
抵
触
法
上
の
連
結
は
、
当
該
外
国
の
法
の
適
用
の
み
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
と
い
う
条
件



国
家
管
轄
権
と
抵
触
規
定
の
一
方
的
・
双
方
的
構
成
（
楢
﨑
）

一
四
五

を
付
け
れ
ば
よ
い
と
す
る）67
（

。
外
国
の
制
定
国
の
抵
触
法
に
よ
る
送
致
を
受
け
入
れ
る
か
は
、
反
致
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
外
国
の
送
致
を

受
け
入
れ
て
当
該
外
国
の
法
規
を
適
用
す
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
と
す
る
。
そ
の
よ
う
に
構
成
す
れ
ば
、
特
別
連
結
も
「
公
法
抵
触
法
」

も
要
ら
な
い
と
い
う）68
（

。

5　

公
法
規
定
の
双
方
的
抵
触
規
定
に
対
す
る
批
判

　

し
か
し
な
が
ら
、
公
法
的
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
双
方
的
な
抵
触
規
定
を
主
張
す
る
見
解
に
対
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
指
摘
な
い
し

批
判
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
契
約
準
拠
法
と
一
体
化
し
た
形
で
の
み
公
法
規
定
が
考
慮
さ
れ
る
と
い
う
立
場
に
対
し
て
は
、
自
国
の
公
権
的
規
定
の
適
用
範

囲
が
法
廷
地
国
の
観
点
か
ら
自
由
に
設
定
で
き
な
く
な
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。Basedo

）
69
（w

に
よ
れ
ば
、M

ann

の
見
解
は
、
秩
序
政

策
的
規
定
を
国
際
私
法
の
双
方
的
な
連
結
シ
ス
テ
ム
の
中
へ
組
み
入
れ
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
が
、M

ann

の
い
う
よ
う
に
「
公
法
が

考
慮
さ
れ
る
の
は
契
約
の
効
果
法
が
そ
れ
を
求
め
る
場
合
に
か
ぎ
ら
れ
る
」
と
す
る
と
、
外
国
法
が
契
約
準
拠
法
と
な
っ
た
際
に
は
、
自

国
の
秩
序
政
策
的
規
定
の
適
用
は
公
序
の
発
動
に
よ
っ
て
し
か
確
保
さ
れ
得
な
い
こ
と
に
な
る
、
と
指
摘
す
る
。
そ
う
な
る
と
、
公
序
を

頻
繁
に
発
動
せ
ざ
る
得
な
く
な
る
が
、
自
国
の
秩
序
政
策
的
規
定
は
、
公
序
に
よ
り
外
国
法
を
回
避
す
る
と
い
う
方
法
で
消
極
的
に
考
慮

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
国
の
絶
対
不
可
欠
な
根
本
価
値
（die eigenen unabdingbaren Grundw

ertungen

）
を
体
現
し
た
規
範

と
し
て
積
極
的
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る）70
（

。

　

次
に
、
国
際
的
な
礼
譲
の
観
点
か
ら
公
法
的
規
定
に
つ
い
て
双
方
的
な
抵
触
規
定
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
立
場
に
対
し
て
は
、
ま
ず
そ

の
前
提
と
し
て
、
当
該
規
定
に
体
現
さ
れ
る
政
治
的
な
利
益
が
│
│
た
と
え
ば
少
な
く
と
も
条
約
の
締
約
国
た
る
│
│
諸
国
の
間
で
、
調
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和
な
い
し
共
有
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。D

robni

）
71
（g

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
つ
ま
り
主
権
行
為
の
効
力
は
領
域
的
に
限
界
付
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
の
よ
う
な
命
題
は
、
…
…
経
済
抵
触
法
全
体
に
お
い
て
も
原
則
的
に
あ
て

は
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
属
地
主
義
か
ら
の
唯
一
の
例
外
は
、
い
ず
れ
か
他
の
国
に
よ
る
同
意
を
、
条
約
に
よ
っ
て
受
け
る
か
（
複
数
の
関
連
諸
条
約

が
存
在
す
る
）、
ま
た
は
別
個
に
、
連
帯
（Solidarität

）
の
観
点
の
下
で
│
│
す
な
わ
ち
戦
争
時
の
同
盟
に
お
け
る
連
帯
の
よ
う
に
│
│
裁
判
所
の

司
法
判
断
に
よ
っ
て
受
け
る
か
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
お
そ
ら
く
こ
こ
で
問
い
が
投
げ
ら
れ
る
の
は
、
た
と
え
ば
欧
州
共
同
体
の
加
盟
諸
国
の
連
帯

も
ま
た
、
い
ず
れ
か
他
の
加
盟
国
に
よ
る
公
法
上
の
請
求
権
を
直
接
的
に
貫
徹
す
る
こ
と
を
許
容
す
べ
き
で
あ
る
ほ
ど
に
密
接
で
な
い
か
と
い
う
点

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
一
つ
の
手
が
か
り
は
、
欧
州
共
同
体
の
倒
産
条
約
草
案
に
あ
る
。」）
72
（

　

Sonnenberge

）
73
（r

も
、
特
別
連
結
の
双
方
化
の
前
提
条
件
と
し
て
、
ま
ず
先
に
、
国
家
政
策
的
、
経
済
政
策
的
、
社
会
政
策
的
な
目
的

設
定
の
ハ
ー
モ
ナ
イ
ズ
化
（
調
和
）
が
正
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
│
│
た
と
え
ば
連
邦
国
家
に
お
け
る
姉
妹
国
家
の
間
（zw

ischen 

Schw
esterstaaten in einer Föderation

）
の
よ
う
に
│
│
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
例
と
し
て
、
い
ず
れ
か
の
加
盟
国
の
外
国
為
替
管
理

法
の
規
制
違
反
の
効
果
を
他
の
加
盟
国
が
承
認
す
る
義
務
を
定
め
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
条
約
第
八
条
第
二
項
ｂ
号）74
（

は
、
双
方
的
抵
触
規
定
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
欧
州
共
同
体
の
加
盟
国
の
間
で
さ
え
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
い
ま
だ
、
広
い
範
囲
で
│
│

少
な
く
と
も
加
盟
国
の
介
入
法
に
関
す
る
│
│
双
方
的
な
抵
触
規
定
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
す
る
。
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三　

む
す
び
に
代
え
て

　

見
ら
れ
た
よ
う
に
、
抵
触
規
定
の
双
方
的
構
成
と
一
方
的
構
成
の
違
い
は
、
ま
ず
も
っ
て
、
抵
触
規
定
の
対
象
と
な
る
法
規
の
性
質
お

よ
び
そ
の
区
分
か
ら
導
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
私
法
か
公
法
か
、
あ
る
い
は
、
個
人
の
利
益
の
保
護
の
た
め
の
法
規
か
そ
れ
と
も
公

共
の
利
益
の
保
護
の
た
め
の
法
規
か
、
と
い
う
相
違
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
公
共
の
利
益
の
た
め
の
規
定
が
公
法
規
定
と
見
な
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
自
国
の
法
規
と
外
国
の
法
規
と
を
区
別
す
る
構
成
も
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

特
別
連
結
を
創
唱
し
たW

engler
、
そ
し
てN
eum
ayer

は
、
経
済
的
統
制
を
定
め
る
公
権
的
な
法
規
で
あ
っ
て
も
、
契
約
債
務
の

履
行
に
対
す
る
統
制
で
あ
る
か
ら
債
務
法
と
見
な
す
こ
と
で
、
ま
た
は
、
当
該
法
規
の
民
事
法
上
の
効
果
を
私
法
の
範
疇
と
す
る
こ
と

で
、
国
際
私
法
の
双
方
的
な
連
結
に
あ
て
は
ま
る
と
し
た
。
外
国
為
替
管
理
法
な
ど
の
経
済
統
制
法
は
、W

engler

に
お
い
て
は
、
強

行
的
債
務
法
と
し
て
あ
く
ま
で
私
法
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
私
法
で
あ
る
が
ゆ
え
に
国
際
私
法
の
対
象
と
し
て
内
外
の
強
行
法
規
に

開
か
れ
た
双
方
的
な
特
別
連
結
の
対
象
と
な
る
と
さ
れ
た）75
（

。N
eum
ayer

は
、
国
家
に
よ
る
介
入
や
統
制
を
定
め
る
経
済
法
を
、
公
法
と

私
法
と
の
間
に
位
置
す
る
第
三
カ
テ
ゴ
リ
の
法
、
す
な
わ
ち
私
法
上
の
効
果
を
公
法
に
分
類
し
得
る
現
象
と
し
て
表
す
法
で
あ
る
と
し

た
。
そ
し
て
、
経
済
法
の
法
規
自
体
は
国
際
行
政
法
の
一
方
的
な
抵
触
規
定
（
境
界
規
定
）
に
よ
り
そ
の
妥
当
範
囲
を
決
定
さ
れ
る
が
、

私
法
上
の
効
果
に
つ
い
て
は
国
際
私
法
の
双
方
的
な
抵
触
規
定
に
よ
る
と
し
た
。
ま
た
、N

eum
ayer

は
、W

engler

の
い
う
強
行
的

債
務
法
を
、
個
人
の
利
益
保
護
の
た
め
の
法
規
と
、
公
共
の
利
益
保
護
の
た
め
の
法
規
と
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
と
し
て
、
前
者
は
（
法

規
自
体
が
国
際
的
に
絶
対
的
な
貫
徹
を
求
め
て
い
な
い
た
め
）
人
に
付
随
し
て
す
な
わ
ち
契
約
準
拠
法
と
し
て
適
用
さ
れ
れ
ば
す
む
が
、
後
者
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は
、
公
共
の
利
益
の
た
め
の
法
規
は
そ
の
国
の
領
域
で
は
万
人
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
と
い
う
、
法
の
領
域
的
な
管
轄
か
ら
、
対
象
と
な

る
民
事
法
律
関
係
が
そ
の
法
規
を
定
め
て
い
る
国
の
領
域
に
か
か
っ
て
い
る
か
ぎ
り
、
契
約
準
拠
法
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
廷
地
に
お
い
て

当
該
法
規
の
効
果
を
考
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
し
た
。

　

内
外
の
強
行
法
規
に
開
か
れ
た
双
方
的
な
構
成
か
ら
、
自
国
の
法
規
と
外
国
の
法
規
と
を
区
別
す
る
構
成
に
変
わ
っ
た
の
が
、K

egel

以
降
で
あ
る
。K

egel
は
、
一
国
の
政
治
的
利
益
（
権
力
の
利
益
）
を
反
映
し
た
法
規
を
、
そ
の
国
の
公
序
法
を
成
す
法
規
と
し
て
、
公

法
規
定
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
規
定
の
国
際
的
な
妥
当
範
囲
は
、
自
国
の
政
治
・
経
済
の
状
況
に
基
づ
い
て
立
法
者
が
定
め

得
る
が
、
立
法
者
が
定
め
て
い
な
い
と
き
は
、
裁
判
官
が
自
国
の
政
治
的
利
益
を
勘
案
し
て
自
国
法
規
の
妥
当
範
囲
を
解
釈
し
得
る
と
し

た
（
一
方
的
抵
触
規
定
）。
他
方
、
外
国
の
同
様
の
法
規
に
つ
い
て
は
、
法
廷
地
の
裁
判
官
は
そ
の
外
国
の
政
治
的
利
益
に
つ
い
て
考
慮
で

き
る
立
場
に
は
な
い
た
め
、
原
則
的
に
、
法
廷
地
に
お
い
て
法
と
し
て
適
用
で
き
な
い
が
、
例
外
的
に
、
法
の
貫
徹
可
能
性
に
よ
っ
て
、

す
な
わ
ち
、
そ
の
外
国
が
そ
の
国
の
領
域
内
で
当
該
法
規
の
効
果
を
貫
徹
で
き
る
場
合
に
か
ぎ
り
、
適
用
を
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。
公
共

の
利
益
の
た
め
の
規
定
を
公
法
規
定
と
見
な
す
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
法
の
妥
当
範
囲
を
画
定
す
る
抵
触
規
定
は
、
国
際
私
法
の
枠
外
に
置

か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、K

egel

は
、
国
際
私
法
で
は
な
く
、
国
内
法
と
し
て
の
国
際
「
公
」
法
に
、
領
域
的
管
轄
に
基
づ
く

属
地
主
義
の
原
則
が
属
す
る
と
し
た
（
こ
こ
で
い
う
属
地
主
義
の
原
則
は
双
方
的
抵
触
規
定
で
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
に
は
自
国
法
の
適
用
の
た
め

に
用
い
ら
れ
る
）。

　

さ
ら
に
、
公
法
と
私
法
の
中
間
に
位
置
す
る
法
分
野
（
経
済
法
、
労
働
法
、
消
費
者
法
な
ど
）
が
発
展
し
、
ま
た
、
弱
者
保
護
な
ど
公
共

の
利
益
の
た
め
の
国
家
的
な
統
制
へ
の
社
会
的
要
請
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
理
論
的
に
ア
メ
リ
カ
抵
触
法
学
の
影
響
も
あ

り
、K

egel

以
降
、
独
占
禁
止
法
の
域
外
適
用
な
ど
国
際
的
な
私
的
経
済
取
引
へ
の
国
家
の
介
入
を
、
経
済
法
の
抵
触
法
（「
経
済
抵
触
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法
」）
と
し
て
扱
う
学
説
が
勃
興
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
自
国
の
法
規
に
つ
い
て
の
み
そ
の
国
際
的
な
妥
当
範
囲
を
画
定
す
る
た
め
の
一
方

的
抵
触
規
定
を
、
経
済
法
と
い
う
法
分
野
に
つ
い
て
導
入
し
よ
う
と
す
る
。

　

他
方
で
、
国
際
私
法
の
本
来
の
規
律
方
法
と
し
て
の
双
方
的
な
抵
触
規
定
に
お
い
て
公
法
的
規
定
の
適
用
を
考
え
よ
う
と
す
る
学
説
も

主
張
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
学
説
に
は
欠
陥
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ばM

ann

の
よ
う
な
契
約
準
拠
法
一
体
説
で
あ
れ
ば
、
契

約
準
拠
法
（
効
果
法
）
の
決
定
を
当
事
者
自
治
に
よ
ら
し
め
る
の
で
は
な
く
、
国
際
的
な
妥
当
を
求
め
る
公
法
的
規
定
が
想
定
し
て
い
る

人
的
管
轄
（
債
務
者
の
住
所
）
ま
た
は
領
域
的
管
轄
（
履
行
地
、
役
務
給
付
地
）
を
考
慮
に
入
れ
て
、
そ
の
よ
う
な
管
轄
に
合
わ
せ
た
契
約
準

拠
法
を
考
え
な
け
れ
ば
、
契
約
は
国
際
的
に
跛
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
自
国
の
公
法
的
規
定
の
適
用
を
確
保
し
た
い
の
で
あ
れ

ば
、
公
序
の
発
動
に
頼
る
こ
と
に
な
る
。

　

公
法
的
規
定
は
そ
の
国
の
一
般
的
な
公
共
利
益
を
守
る
た
め
の
規
定
で
あ
り
、
政
治
経
済
政
策
を
反
映
し
て
い
る
た
め
、
双
方
的
抵
触

規
定
を
採
用
す
る
前
提
条
件
と
し
て
、
外
国
の
公
権
的
な
実
質
法
規
と
自
国
の
同
様
の
法
規
と
の
間
に
、
そ
の
分
野
の
政
治
経
済
的
な
利

益
な
い
し
公
的
な
価
値
観
が
共
有
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
指
摘
も
見
ら
れ
た
。
条
約
加
盟
国
に
よ
る
そ
の
よ
う
な
利
益
の

共
有
の
例
と
し
て
、
最
近
で
は
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
各
法
分
野
の
抵
触
規
定
の
統
一
化
の
た
め
の
取
組
み
が
参
考
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

　

多
喜
寛）76
（

教
授
に
よ
れ
ば
、
各
国
の
法
は
国
家
主
権
の
発
動
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
命
題
は
今
日
の
国
際
私
法
に
お
い
て
も
妥
当
す

る
が
、「
国
際
私
法
に
よ
り
外
国
の
法
を
適
用
す
る
」
と
は
「
内
容
的
に
の
み
外
国
的
な
特
殊
な
内
国
法
を
創
設
す
る
」
こ
と
に
相
当
す

る
と
い
う
事
実
を
前
提
と
す
れ
ば
、「
国
際
私
法
に
よ
っ
て
そ
の
国
の
裁
判
官
に
外
国
の
公
法
の
適
用
を
命
ず
る
こ
と
そ
れ
自
体
も
、
何

ら
当
該
外
国
の
主
権
に
関
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
さ
れ
る
。
外
国
公
法
の
適
用
を
、
主
権
の
発
現
た
る
法
そ
の
も
の
の
適
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用
で
は
な
く
、
そ
の
私
法
上
の
法
的
効
果
を
内
国
の
法
秩
序
に
編
入
す
る
こ
と
と
見
る
立
場
と
も
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
立
場
を
裏
付
け
る
比
較
的
最
近
の
立
法
例
と
し
て
、
契
約
債
務
準
拠
法
に
関
す
る
二
〇
〇
六
年
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
第
九
条）77
（

で

は
、
一
般
条
項
と
し
て
の
特
別
連
結
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
同
規
則
第
二
項
お
よ
び
第
三
項
で
は
、
一
九
八
七
年
ス
イ
ス
国
際
私
法
典
の

第
一
八
条
お
よ
び
第
一
九
条）78
（

と
同
様
に
、
法
廷
地
国
の
強
行
法
規
と
、
契
約
準
拠
法
国
と
は
異
な
る
第
三
国
の
強
行
法
規
と
を
分
け
て
規

定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
立
法
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
立
法
の
傾
向
と
し
て
は
、
公
法
と
も
見
な
さ
れ
得
る
強
行
的
法
規
に
つ
い
て
、
そ
の
国
際
的

妥
当
範
囲
を
画
定
す
る
た
め
の
「
抵
触
」
規
定
は
、
自
国
の
法
規
に
つ
い
て
は
│
│
個
別
分
野
の
一
方
的
抵
触
規
定
を
留
保
し
て
│
│
一

般
的
な
優
先
的
適
用
を
定
め
、
外
国
の
法
規
に
つ
い
て
は
そ
の
効
果
を
法
廷
法
に
お
い
て
承
認
す
る
た
め
の
諸
条
件
を
定
め
る
、
と
い
う

よ
う
に
内
外

4

4

の
強
行
的
法
規
の
間
で
分
か
れ
た
構
成
を
採
用
し
て
い
る
。
公
法
的
性
質
を
も
つ
強
行
的
規
定
に
つ
い
て
の
抵
触
法
が
検
討

さ
れ
る
際
に
は
、
こ
の
よ
う
な
抵
触
規
定
の
構
成
の
違
い
に
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
1
）　

山
本
草
二
『
国
際
法
﹇
新
版
﹈』（
有
斐
閣
、
一
九
九
四
年
）
二
三
一
頁
。

（
2
）　

同
上
。

（
3
）　

山
本
草
二
「
国
際
行
政
法
の
存
立
基
盤
」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
六
七
巻
五
号
（
一
九
六
九
年
）
一
頁
以
下
（
山
本
草
二
（
兼
原
敦
子
・
森

田
章
夫
編
）『
国
際
行
政
法
の
存
立
基
盤
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
）
三
頁
以
下
）、
山
本
草
二
「
国
際
行
政
法
」
雄
川
一
郎
他
編
『
現
代
行
政

法
大
系
1　

現
代
行
政
法
の
課
題
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
三
年
）
三
二
九
頁
以
下
（『
国
際
行
政
法
の
存
立
基
盤
』
六
一
頁
以
下
）。
ま
た
、
奥
脇

直
也
「
国
家
管
轄
権
概
念
の
形
成
と
変
容
」
村
瀬
信
也
・
奥
脇
直
也
編
『
国
家
管
轄
権
│
│
国
際
法
と
国
内
法
│
│
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九
八

年
）
三
頁
以
下
。
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五
一

（
4
）　

拙
稿
「
国
家
管
轄
権
と
国
際
私
法
上
の
連
結
│
ド
イ
ツ
に
お
け
る
特
別
連
結
論
、
公
法
抵
触
法
、
経
済
抵
触
法
│
」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第

一
一
六
巻
三
号
。

（
5
）　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
条
約
第
八
条
二
項
ｂ
号
「
あ
る
加
盟
国
の
通
貨
に
関
す
る
為
替
契
約
で
、
そ
の
国
の
為
替
管
理
に
関
す
る
規
制
に

反
す
る
も
の
は
、
他
の
加
盟
国
の
領
域
に
お
い
て
強
制
力
を
も
た
な
い
。」

（
6
）　W

ilhelm
 W
engler, D

ie A
nknüpfung des zw

ingenden Schuldrechts im
 internationalen Privatrecht, Zeitschrift für vergleichende 

R
echtsw

issenschaft, V
ol. 54

（1941

）, p. 168.

（
7
）　K

arl N
eum
ayer, D

ie N
otgesetzgebung des W

irtschaftsrechts im
 internationalen Privatrecht, in : 

 V
erhandlungen der 

T
agung der Gesellschaft in H

eidelberg am
 4./5. A

pril 1957, Berichte der D
eutschen G

esellschaft für V
ölkerrecht, V

ol. 2, 
1958, p. 35. N

eum
ayer

の
見
解
の
紹
介
と
し
て
、
折
茂
豊
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
六
五
巻
五
号
四
三
頁
、
山
本
敬
三
「
国
際
契
約
と
強
行
法

規
」『
現
代
契
約
法
体
系　

第
八
巻
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
三
年
）
一
一
二
頁
（
一
一
六
頁
）。

（
8
）　Gerhard K

egel, Begriff - und Interessenjurisprudenz im
 internationalen Privatrecht, in : 

 Festschrift für H
ans Lew

ald

（H
elbing &

 Lichtenhahn, 1953
）, p. 259, 264-265, 269.

（
9
）　
「
経
済
抵
触
法
」
理
論
の
集
大
成
と
し
て
一
九
八
六
年
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
「
経
済
法
の
域
外
適
用
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

ま
と
め
たR

abels Zeitschrift für ausländisches und internationales Privatrecht, V
ol. 52

（1988

）.

（
10
）　Frederick A

lexander M
ann, E

ingriff sgesetze und Internationales Privatrecht, in : 
 Festschrift für Eduard W

ahl zum
 70. 

Geburtstag

（Gast&
H
oyer, 1973

）, p. 139, 153.  （「
そ
の
よ
う
な
解
釈
問
題
（A

uslegungsfrage

）
を
一
方
的
抵
触
規
定
（eine einseitige 

K
ollisionnorm

）
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」） ; 

 K
laus Schurig, K

ollisionsnorm
 und Sachenrecht

（D
uncker &

 
H
um
blot, 1981

）, p. 75-77, 325-327

（
法
の
妥
当
意
思
な
ど
当
該
法
規
の
解
釈
に
基
づ
く
「
一
方
主
義
（U

nilateralism

）」）. 

こ
れ
に
近
い
一

方
主
義
の
理
解
と
し
て
、
佐
藤
や
よ
ひ
「
強
行
法
規
の
特
別
連
結
理
論
」
渡
辺
惺
之
・
野
村
美
明
編
『
論
点
解
説　

国
際
取
引
法
』（
法
律
文
化

社
、
二
〇
〇
二
年
）
一
七
頁
。

（
11
）　W

engler, supra note 8.

（
12
）　W

engler

の
理
論
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「W

engler

特
別
連
結
論
に
お
け
る
『
国
際
的
管
轄
権
』
│Zw

eigert

に
よ
る
理
論
的
変
容
を
含
め

て
│
」『
法
学
新
報
』
一
二
三
巻
五
・
六
号
六
六
九
頁
以
下
お
よ
び
脚
注
に
掲
げ
た
参
考
文
献
を
参
照
。
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（
13
）　N

eum
ayer, supra note 7.

（
14
）　N

eum
ayer, supra note 7, p. 38.

（
15
）　N

eum
ayer, supra note 7, p. 39-40.  

「
純
粋
な
中
間
領
域
と
し
て
、
経
済
法
は
、
公
法
的
性
質
な
ら
び
に
私
法
的
性
質
を
持
つ
諸
法
規

（Rechtssätze

）
を
含
む
。
公
法
に
属
す
る
の
は
、
権
利
を
形
成
す
る
経
済
行
政
行
為
（rechtsform

ende A
kte der W

irtschaftsverw
altung

）

で
あ
り
、
さ
ら
に
、
経
済
生
活
の
関
係
者
（die am

 W
irtschaftsleben Beteiligten

）
に
対
し
、
あ
る
特
定
の
行
為
を
義
務
化
す
る
国
家
的
な

命
令
で
あ
る
。
公
権
的
に
形
成
さ
れ
る
（hoheitlich geform
t

）
法
律
行
為
の
内
容
及
び
効
力
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
私
法
上
の
規
律
に
委
ね
ら

れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
公
法
に
該
当
す
る
の
は
、
私
企
業
の
営
業
免
許
（K

onzession

）、
特
定
商
品
の
生
産
へ
の
強
制
、

外
国
為
替
の
保
有
高
（
ス
ト
ッ
クBestände

）
届
出
義
務
、
統
制
物
品
の
引
渡
し
義
務
、
取
引
所
組
織
の
定
款
（V

erfassung

）
に
関
す
る
諸

規
定
、
保
険
監
督
、
締
結
強
制
（K

ontrahierungszw
ang

）、
価
格
表
示
義
務
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
法
領
域
を
特
徴
づ
け
て
い
る
│
│
特
定
の

法
律
行
為
に
入
る
こ
と
の
│
│
禁
止
で
あ
る
。通
例
、こ
れ
ら
の
禁
止
及
び
命
令
に
違
反
す
る
と
行
政
罰（Sanktionen im

 V
erw
altungsw

eg

）

を
課
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
官
庁
の
許
認
可
の
失
効
、
押
収
、
営
業
停
止
、
ま
た
は
刑
事
罰
と
し
て
罰
金
、
懲
役
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
私
法
上

の
制
裁
が
な
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
制
裁
は
、
私
人
の
法
律
関
係
に
対
す
る
公
的
行
政
の
作
用
（Ü

berw
irkung

）
と
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
国
際
私

法
上
の
考
察
対
象
と
し
て
問
題
と
な
る
。
そ
の
際
に
扱
わ
れ
る
の
は
、
公
的
な
経
済
立
法
の
介
入
が
な
け
れ
ば
、
民
商
法
の
規
定
に
従
っ
て
有
効

に
、
か
つ
当
事
者
の
求
め
る
法
律
効
果
を
伴
っ
て
成
立
し
て
い
た
は
ず
の
債
務
関
係
の
、
無
効
（N

ichtigkeit

）、
取
消
可
能
性
（A

nfecht-
barkeit

）、
ま
た
は
法
定
の
転
換
（gesetzliche K

onversion

）
で
あ
る
。

（
16
）　
「
国
際
行
政
法
」
と
し
て
は
、K

arl N
eum
eyer, G

rundlinien des internationalen V
erw
altungsrechts

（D
ecker, 1911

）, p. 17

が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、K

arl N
eum
eyer, Internationales V

erw
altungsrecht, IV

（J. Schw
eitzer

（A
. Sellier

））, 1936.

（
17
）　N

eum
ayer, supra note 7, p. 40.  

公
法
上
の
諸
規
定
の
適
用
は
、「
特
別
な
抵
触
規
範
を
形
成
し
て
き
た
国
際
行
政
法
（das inter-

nationale V
erw
altungsrecht

）
の
任
務
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
法
上
の
制
裁
を
、
公
法
に
組
み
込
み
得
る
事
象
と
し
て
表
し
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
よ
う
な
法
規
範
は
、
私
法
（dem

 Privatrecht

）、
場
合
に
よ
っ
て
は
債
務
関
係
の
法
（dem

 Recht der Schuldverhältnisse

）

に
属
す
る
。
こ
う
し
た
法
規
は
、
そ
の
た
め
、
国
際
的
な
抵
触
事
案
に
つ
い
て
発
展
さ
れ
て
き
た
国
際
私
法
上
の
送
致
シ
ス
テ
ム

（V
erw
eisungssystem

）
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」（p. 40

）。

（
18
）　N

eu m
ayer, supra note 7, p. 41.  

「
い
ず
れ
か
の
国
家
が
外
貨
建
て
の
取
引
を
禁
止
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
国
家
は
様
々
な
方
法
で
当
該
禁
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止
の
考
慮
を
確
保
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
国
家
は
、
当
事
者
に
刑
罰
や
押
収
を
脅
す
こ
と
で
違
反
行
為
を
ひ
る
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

公
法
に
特
有
の
措
置
を
も
っ
て
は
、
そ
の
国
自
ら
の
機
関
の
効
力
領
域
（W

irkungssphäre

）
に
制
限
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
国
家
は
私
法
規

定
を
使
っ
て
違
反
行
為
に
よ
る
﹇
財
物
﹈
処
分
の
無
効
を
宣
言
で
き
る
。
こ
う
し
た
私
法
上
の
制
裁
を
、
国
家
は
、
外
国
の
諸
機
関
の
助
け
を
か

り
て
も
ま
た
貫
徹
す
る
こ
と
が
で
き
、
当
該
の
法
律
行
為
が
そ
の
国
﹇
制
裁
発
令
国
﹈
の
立
法
的
な
権
限
範
囲
（M

achtsphäre

）
内
に
領
域
的

に
服
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
そ
う
で
あ
る
。
い
つ
こ
れ
に
該
当
す
る
か
は
、
国
際
法
上
の
諸
原
則
の
考
慮
の
下
で
、
そ
の
国
の
主
権
（Souveränität

）

に
服
し
て
い
る
法
律
関
係
に
命
令
的
に
（ordnend

）
介
入
す
る
た
め
の
、
諸
国
家
の
国
際
的
管
轄
権
（internationale Zuständigkeit

）
を

も
と
に
（anhand
）
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」（p. 41

）

（
19
）　N

eum
ayer, supra note 7, p. 40.

（
20
）　

前
注（
16
）。

（
21
）　N

eum
ayer, supra note 7, p. 41.

（
22
）　N

eum
ayer, supra note 7, p. 41-45.  「

探
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
つ
ま
り
そ
の
よ
う
な
法
規
の
媒
介
の
た
め
に
考
慮
さ
れ
る
抵
触
規

定
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
強
行
的
債
務
法
の
準
拠
法
（das Statut des zw

ingenden 
Schuldrechts

）﹇
引
用
者
注
：
同
所
の
脚
注
で
はW

engler

の
一
九
四
一
年
論
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
﹈
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
い
る
も
の
の
一

部
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
と
の
関
連
に
お
い
て
の
み
判
断
が
な
さ
れ
得
る
。」（p. 41

）「
あ
ら
ゆ
る
強
行
的
債
務
法
に
つ
い
て
契
約
準
拠

法
に
よ
る
と
い
っ
た
名
目
上
の
原
則
は
、
し
た
が
っ
て
、
経
験
的
に
（em

pirisch

）
揺
ら
い
で
い
る
。
当
該
原
則
が
見
誤
っ
て
い
る
の
は
、『
強

行
的
債
務
法
』
と
い
う
概
念
の
実
体
は
、
統
一
的
な
法
要
素
（einheitlicher Rechtsstoff 

）
な
ど
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
ま
さ
し
く
異
種
の

（recht heterogen

）
素
性
（A

bkunft

）
を
も
つ
諸
法
規
の
集
合
体
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。」（p. 43

）「
す
な
わ
ち
債
務
関
係
の
領
域
で
見

て
取
る
こ
と
の
で
き
る
強
行
的
法
規
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
一
方
は
、
国
際
的
に
絶
対
強
行
的
で
な
い
（international nachgiebig

）

法
規
、
他
方
は
、
国
際
的
に
絶
対
強
行
的
な
、
抵
触
に
対
し
て
不
動
の
（konfl iktfest

）
法
規
で
あ
る
。」（p. 45

）

（
23
）　N
eum
ayer, supra note 7, p. 46

「
こ
う
し
た
強
行
的
法
規
の
種
類
│
│A

ntoine Pillet

が
『
個
人
を
保
護
す
る
法
規
（lois de 

protection individuelle

）』
と
い
う
概
念
の
下
で
大
多
数
を
集
約
し
た
│
│
は
、
絶
対
強
行
的
で
は
な
い
私
法
規
定
の
妥
当
領
域
を
分
か
ち
合

う
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
法
規
は
、
い
ず
れ
か
人
的
な
連
結
（eine personale A

nknüpfung

）﹇
属
人
主
義
的
連
結
﹈
を
許
容
し
、
国
際
法

共
同
体
（V

ölkerrechtsgem
einschaft

）
の
全
体
領
域
に
お
い
て
妥
当
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
主
と
し
て
公
共
の
福
祉



一
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四

（allgem
eine W

ohlfahrt

）
の
促
進
お
よ
び
保
証
の
た
め
、
ま
た
は
公
的
な
国
家
利
益
（im

 öff entlichen Staatsinteresse

）
に
お
い
て
発
布

さ
れ
る
諸
々
の
命
令
は
、﹇
契
約
当
事
者
に
よ
っ
て
﹈
な
さ
れ
る
準
拠
法
選
択
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
か
特
定
の
社
会
圏
（Sozialsphäre

）
に

つ
い
て
無
条
件
の
（
＝
領
域
的
な
）
妥
当
（unbedingte

（= territoriale

）Geltung

）
を
求
め
る
。」

（
24
）　N

eum
ayer, supra note 7, p. 50.  

「
残
さ
れ
て
い
る
問
題
は
、
抵
触
に
対
し
て
不
動
の
（konfl iktfest

）
私
法
規
定
の
管
轄
権
の
限
界
画
定

に
つ
い
て
で
あ
る
。答
え
は
、ま
ず
（
凹
面konkav

）
そ
の
妥
当
意
思
か
ら
、さ
ら
に
（
凸
面konvex

）
法
制
定
国
の
立
法
管
轄
権（com

petence 
legislative

）（legislative jurisdiction = 

介
入
主
権Eingriff shoheit

）
か
ら
推
定
さ
れ
る
べ
き
（zu erschließen sein

）
で
あ
り
、
そ
の

境
界
は
国
際
法
上
の
諸
々
の
観
点
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
二
人
の
ド
イ
ツ
在
住
の
者
、
例
え
ば
親
戚
が
、
偶
然
に
二
人
と
も
英
国

の
国
籍
を
持
っ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
で
返
済
可
能
な
借
款
を
受
け
た
と
し
て
、
英
国
の
外
国
為
替
管
理
法
は
、
こ
の
よ
う
な
事
実
関
係
を
把
握
し
よ

う
と
は
欲
し
な
い
、
つ
ま
り
制
限
さ
れ
た
妥
当
意
思
を
も
つ
。
し
か
し
同
じ
事
実
関
係
に
お
い
て
一
時
的
に
ド
イ
ツ
に
滞
在
し
て
い
る
英
国
の
旅

行
者
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
と
き
は
、
英
国
の
外
国
為
替
管
理
法
が
例
え
ば
そ
う
し
た
理
由
か
ら
当
該
事
実
関
係
に
そ
の
支
配
を
拡
張
す
る
こ
と
を

欲
し
た
と
し
て
も
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
官
は
、
返
済
債
権
を
訴
え
出
ら
れ
た
な
ら
ば
、
正
当
に
、
英
国
の
外
国
為
替
管
理
法
の
妥
当
を
制
限
す
る
で

あ
ろ
う
し
、
適
用
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
経
済
法
上
の
制
限
規
定
を
媒
介
す
る
た
め
の
、
英
国
の
社
会
圏
へ
と
結
び
付
け
る
純
粋
に
人

的
な
連
結
素
（rein personale A
nknüpfungselem

ente

）
が
十
分
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
英
国
立
法
者
の
介
入
主
権

（Eingriff shoheit

）
は
足
り
な
い
。
外
国
の
土
地
に
所
在
し
て
い
る
財
産
も
そ
の
為
替
主
権
に
服
せ
し
め
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
国
際
法
上
、
権

限
踰
越
（ultra vires

）
で
あ
り
、
考
慮
に
値
し
な
い
。
し
か
し
、
モ
ナ
コ
のBoissevain v. W

eil

事
件
と
同
様
に
、
借
款
の
返
済
が
英
国
で

合
意
さ
れ
た
と
す
る
と
、
同
事
件
で
英
国
貴
族
院
（H

ouse of Lord

）
が
妥
当
に
も
判
断
し
た
よ
う
に
、
英
国
の
防
衛
規
則
（Britisch 

D
efense Regulation

）
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
…
…
な
ぜ
な
ら
、
当
該
事
実
関
係
が
、
そ
の
際
に
は
、
当
該
規
制
に
よ
り
律
せ

ら
れ
て
い
る
社
会
圏
に
対
し
て
事
実
的
か
つ
空
間
的
な
関
係
性
（eine sachliche und räum

liche Beziehung

）
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。」

（
25
）　N
eum
ayer, supra note 7, p. 46-47.  

「
債
務
者
に
外
国
為
替
の
支
払
を
転
換
口
座
（K

onversionkasse

）
に
対
し
て
行
う
よ
う
に
強
制
す

る
公
法
的
な
（öff entlich-rechtlich

）
命
令
、
お
よ
び
、
こ
う
し
た
命
令
か
ら
結
果
と
し
て
導
か
れ
る
（
私
法
上
の
）
債
務
免
除
（Schuldbe-
freiung

）
の
効
果
は
、
当
事
者
の
利
益
に
お
い
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
公
的
な
外
国
為
替
準
備
（öff entliche D

ivisenreserven

）
を
保
護
す

る
た
め
、
ま
た
、
生
活
上
重
要
な
輸
入
を
確
保
す
る
た
め
、
ま
た
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
支
払
収
支
（angegliche Zahlungsbilanz

）
お
よ
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び
そ
れ
に
よ
る
通
貨
安
定
（W

ährungsstabilität

）
の
た
め
に
も
っ
ぱ
ら
な
さ
れ
た
。
金
約
款
（Goldklausel

）
の
禁
止
お
よ
び
そ
の
私
法
上

の
制
裁
（privatrechtliche Sanktionen

）
は
、
価
値
を
切
下
げ
ら
れ
た
通
貨
で
債
務
を
負
う
者
の
金
銭
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
国
家
が
そ
の
通
貨
政
策
上
の
措
置
の
た
め
に
必
要
と
す
る
、
信
用
お
よ
び
公
的
な
威
信
と
い
う
利
益
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
国
家
は
、
二
次
的
な
通
貨
も
許
容
し
な
い
し
、
ま
た
支
払
手
段
の
価
値
不
変
性
（W

ertbeständigkeit

）
に
対
す
る
疑

念
の
明
白
な
表
明
│
│
金
約
款
の
合
意
に
お
い
て
宣
言
さ
れ
る
│
│
も
許
容
し
な
い
。
経
済
を
操
作
す
る
諸
措
置
は
、
流
通
商
品
の
需
要
充
足

（Bedarfdeckung

）
を
保
証
す
る
。
ア
ン
チ
ト
ラ
ス
ト
立
法
は
、
自
由
市
場
経
済
の
濫
用
的
な
権
力
集
中
（M

achtzusam
m
enballung

）
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
日
曜
の
契
約
禁
止
お
よ
び
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
取
引
禁
止
は
、
あ
る
特
殊
な
世
界
観
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
の
地
で
も
彼

の
地
で
も
、
絶
対
的
強
行
的
な
規
範
化
（die unnachgiebige N

orm
ierung

）
は
、
双
務
関
係
（Synallag

）
の
内
部
の
均
衡
に
寄
与
す
る
も
の

で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
う
し
た
規
範
化
は
契
約
に
関
係
す
る
者
を
保
護
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
個
人
の
専
横
（W

illkür

）
か
ら
社
会

を
保
護
す
る
。」

（
26
）　K

egel, supra note 8.

（
27
）　K

egel, supra note 8, p. 277-279.

（
28
）　K

egel, supra note 8, S. 278.

（
29
）　Ibid.

（
30
）　K

egel, supra note 8, S. 279.

（
31
）　W

ilhelm
 W
engler, D

ie allgem
einen R

echtsgrundsätze des internationalen Privatrechts und ihre K
ollisionen, Zeitschrift 

für Ö
ff entliches R

echt, X
X
III, V

ol. 4-5

（1944

）, p. 473.

（
32
）　W

engler, supra note 31, p. 486

「
公
序
（ordre public
）
と
、
政
治
的
利
益
を
手
が
か
り
に
実
質
法
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
こ
と
と
の
、

内
的
な
親
縁
性
（eine innere V

erw
andtscaft

）
は
、
全
く
明
ら
か
で
あ
る
。
外
国
法
の
適
用
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
結
果
が
法
廷
地
法
（lex 

fori

）
上
の
特
定
の
と
り
わ
け
重
要
な
諸
々
の
法
則
と
調
和
し
な
い
と
い
う
理
由
で
、
公
序
が
外
国
の
準
拠
実
質
法
規
を
適
用
に
至
ら
せ
な
い
場

合
、
こ
の
こ
と
は
、
政
治
的
性
質
を
も
つ
法
廷
地
法
の
最
上
位
の
指
針
と
な
る
法
則
（oberste Leitsätze

）
で
も
あ
り
得
る
。」

（
33
）　K

egel, supra note 8, p. 269.

（
34
）　Ibid.  K

egel

は
、「
私
人
の
権
利
へ
の
国
家
の
介
入
」
に
お
い
て
は
、
法
の
貫
徹
可
能
性
と
い
う
点
で
、「
領
域
主
権
は
対
人
主
権
よ
り
ず
っ
と
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重
要
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（K

egel, D
ie R

olle des öff entlichen R
echts im

 internationalen Privatrecht, in : 
 Festschrift für 

Ignaz Seidl-H
ohenveldern

（Carl H
eym
ann, 1988

）, p. 243, 244.

）。

（
35
）　Ibid.

（
36
）　Ibid.

（
37
）　K

egel, supra note 8, p. 279.

（
38
）　M

ann
は
、K

egel

の
権
力
理
論
を
、「
外
国
法
の
適
用
可
能
性
を
財
産
の
占
有
に
左
右
さ
せ
る
」「
純
粋
に
事
実
的
な
局
面
に
基
づ
い
て
の
み

権
力
に
連
結
す
る
理
論
」
と
し
（M

ann, supra note 10, p. 155

）、K
egel

の
い
う
「
権
力
」
は
「
規
律
管
轄
権
（prescriptive

）
と
執
行
管

轄
権
（enforcem

ent jurisdiction

）
と
を
区
別
で
き
て
い
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
（F. A

. M
ann, Confl ict of law

s and public law
, 

R
ecueil des Cours, V

ol. 132

（1971-I

）, p. 121

）。
他
方
、K

egel, supra note 34, p. 246 f.  

で
は
、M

ann

の
見
解
を
、「
国
家
の
利
益
と

私
人
の
利
益
と
を
対
置
す
る
の
に
同
調
し
な
い
」
理
論
で
あ
り
、「
利
益
」
に
ほ
と
ん
ど
価
値
を
見
出
し
て
お
ら
ず
、「
彼
の
関
心
を
引
く
の
は
、

国
際
法
上
の
諸
国
家
の
│
法
を
制
定
し
か
つ
裁
判
上
で
適
用
す
る
│
│
権
限
（Befugnis

）（
立
法
管
轄
権
（legislative jurisdiction

））
で
あ

る
」
と
評
し
て
い
る
。

（
39
）　K

egel, supra note 8, p. 271, fn 94.  
同
所
でCavers, T

he choice-of-law
 problem

, H
arvard Law

 R
eview

, V
ol. 47

（1933

）, p. 
173-208

が
引
用
さ
れ
て
い
る
。Cavers

は
、
抵
触
法
に
お
け
る
裁
判
所
の
役
割
に
留
意
し
、
法
廷
地
（
お
よ
び
競
合
す
る
国
）
の
実
質
法
の
目

的
（purpose

）
を
審
査
し
て
、
そ
の
事
実
に
対
す
る
法
の
関
連
（link

）
を
考
慮
し
、
政
治
的
利
益
（political interest

）
に
つ
い
て
判
断
す

べ
き
と
す
る
。Currie

の
統
治
利
益
は
政
策
（policy
）
に
基
づ
く
が
、Cavers

は
、Currie

の
い
う
政
策
（policy

）
は
目
的
（purpose

）

で
あ
る
と
し
、
法
規
の
目
的
を
評
価
し
て
、
基
準
と
な
る
法
規
で
は
な
く
、
基
準
と
な
る
法
域
（jurisdiction

）
の
選
択
を
行
う
と
す
る
見
解
を

主
張
し
て
い
る
。Cavers

の
見
解
に
お
い
て
も
、
法
廷
地
の
自
国
法
規
の
適
用
範
囲
の
画
定
が
、
ま
ず
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、D

avid 
F. Cavers, T

he Choice-of-Law
 Process

（T
he U

niversity of M
ichigan Press, 1965

）.

（
40
）　K
egel, supra note 8, p. 279.

（
41
）　K

ingm
an Brew

ster, A
ntitrust and A

m
erican Business A

broad
（M

cGraw
-H
ill, 1958

）, p. 339-349.  

同
書p. 339 fn. 94

で
は
、

ア
ル
コ
ア
事
件
（U

nited States v. A
lum
inum

 Co. of A
m
erica, 148 F.2d. 416, 443

（2d. Cir. 1945

））
の
中
で
、L. H

and

判
事
が
、

「
国
家
の
権
限
行
使
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
文
言
は
シ
ャ
ー
マ
ン
法
の
中
に
は
読
み
取
れ
な
い
が
、
諸
国
に
よ
っ
て
慣
習
的
に
守
ら
れ
て
き
た
制
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限
は
あ
る
」
と
し
、「
こ
う
し
た
制
限
は
『
抵
触
法
（Confl ict of Law

s

）』
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
制
限
と
通
常
一
致
す
る
」、
と
い
う
意
見
を

述
べ
て
い
る
箇
所
を
引
用
し
て
い
る
。

（
42
）　Brew

ster, supra note 41, p. 339.  「
裁
判
所
は
、
立
法
管
轄
権
を
持
つ
他
の
国
が
訴
え
て
く
る
か
確
信
を
持
た
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
自
ら
の

前
に
あ
る
真
の
問
題
は
当
該
行
為
が
規
制
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
と
感
じ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
通
常
の
抵
触
法
の
問
題
に
際
し

て
よ
り
も
、
よ
り
具
体
的
に
、
立
法
上
お
よ
び
司
法
上
の
便
宜
と
い
う
諸
利
益
に
つ
い
て
考
え
る
で
あ
ろ
う
。」

（
43
）　U

lrich D
robnig, D

as Profi l des W
irtschaftskollisionsrechts ‒ einführende Bem

erkungen zum
 Sym

posium
 

“Extraterritoriale 
A
nw
endung von W

irtschaftsrecht

” H
am
burg 1986, R

abels Zeitschrift für ausländisches und internationales Privatrecht, 
V
ol. 52

（1988

）, S. 1.

（
44
）　D

robnig, supra note 43, p. 3.

（
45
）　Ibid.

（
46
）　D

robnig, supra note 43, p. 4.

（
47
）　Ibid.

（
48
）　Ibid.

（
49
）　Basedow

, W
irtschaftskollisionsrecht-T

heoretischer V
ersuch über die ordnungspolitischen N

orm
en des Forum

staates, 
R
abels Zeitschrift für ausländisches und internationales Privatrecht, V

ol. 52

（1988

）, p. 8.

（
50
）　
「
好
意
的
な
許
容
（freundliche Zulassung

）」
の
表
現
は
、
も
と
も
と
は
、M

eessen, Zu den G
rundlagen des internationalen 

W
irtschaftsrechts, A

rchiv für öff entliches R
echt, V

ol. 110

（1985

）, p. 398-418

（p. 408, 411

）に
よ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、

Basedow
, supra note 49, p. 9, fn. 3.

（
51
）　Basedow

, supra note 49, p. 9.

（
52
）　Basedow

, supra note 49, p. 12 f.

（
53
）　Basedow

, supra note 49, p. 23.

（
54
）　K

onrad Zw
eigert, Internationales Privatrecht und öff entliches R

echt, in : 
 Fünfzig Jahre Institut für Internationales R

echt 
an der U

niversität K
iel

（H
ansischer G

ildenverlag, Joachim
 H
eitm
a &
 Co., 1965

）, p. 124.
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（
55
）　Zw

eigert, supra note 54, p. 125-126.
（
56
）　BGH

 17.12.1959, BGH
Z 31, p. 367, 370-371, 373.

（
57
）　Zw

eigert, supra note 54, p. 130-131.

（
58
）　Zw

eigert, supra note 54, p. 137-141.

（
59
）　Zw

eigert, supra note 54, p. 137.  

「
国
際
私
法
（internationales Privatrecht

）﹇
私
法
の
抵
触
法
﹈
と
国
際
公
法
（internationales 

öff entliches Recht

）﹇
公
法
の
抵
触
法
﹈
と
の
間
の
主
な
相
違
は
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
国
際
私

法
の
み
が
い
わ
ゆ
る
双
方
的
抵
触
規
定
を
知
っ
て
い
る
と
。﹇
私
法
の
﹈
抵
触
法
の
立
法
者
は
そ
の
よ
う
な
﹇
双
方
的
﹈
規
定
を
発
布
す
る
こ
と

で
い
わ
ば
諸
国
の
私
法
秩
序
を
鳥
瞰
す
る
視
点
に
立
ち
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
の
私
法
秩
序
に
対
し
て
、
そ
の
適
用
範
囲
を
│
│
国
内
裁

判
所
の
判
断
に
よ
っ
て
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
│
│
多
少
の
差
は
あ
れ
同
じ
よ
う
に
（gleichm

äßig

）
指
定
す
る
の
で
あ
る
。」

（
60
）　Zw

eigert, supra note 54, p. 141.

（
61
）　M

ann, supra note 10, p. 159
に
よ
れ
ば
、Zw

eigert

の
求
め
て
い
る
「
政
治
的
価
値
」
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、（
中
立
的
な
判
断
を
下
す
と

い
う
）
裁
判
官
の
精
神
的
独
立
や
使
命
に
反
し
て
い
る
と
さ
れ
る
（
共
産
圏
国
の
外
為
法
規
定
は
、「
そ
れ
ほ
ど
ま
で
異
質
（artfrem

d

）
な
の

か
、
そ
れ
ほ
ど
西
側
諸
国
の
そ
れ
と
異
な
る
の
か
」）。

（
62
）　F. A

. M
ann, T

he doctrine of international jurisdiction revisited after tw
enty years, Recueil des Cours, V

ol. 186

（1984-III

）, 
p. 9, 30-31.

（
63
）　M

ann, supra note 10, p. 153.

（
64
）　M

ann, supra note 10, p. 148

は
、
抵
触
法
が
準
拠
法
を
指
定
す
る
と
き
、
指
定
さ
れ
た
法
は
ま
る
ご
と
全
体
と
し
て
、
そ
の
国
で
そ
の
法

が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
適
用
さ
れ
る
と
す
る
。「
全
体
と
し
て
」
適
用
す
る
と
い
う
意
味
は
、
た
ん
に
私
法
規
定
を
適
用
す
れ
ば
よ
い
だ
け
で

は
な
く
、
私
法
規
定
に
作
用
を
及
ぼ
す
公
法
規
定
も
ま
た
適
用
な
い
し
考
慮
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
に
は
、M

elchior

の
学
説
の
影
響
が
あ
る
。
同
所
で
引
用
さ
れ
て
い
るGeorge M

elchior, D
ie G
rundlagen des D

eutschen Internationalen Privatrechts

（Gruyter&
 Com

pany, 1932

）, p. 267.  

に
よ
れ
ば
、「
民
法
が
行
政
法
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
影
響
を
受
け
る
か
は
民
法
の
問
題
で
あ
る
。
ド
イ

ツ
国
際
私
法
に
お
い
て
は
、
外
国
公
法
は
私
法
の
効
果
法
（W

irkungstatut

）﹇
準
拠
法
﹈
を
介
し
て
の
み
考
慮
さ
れ
る
。
公
法
を
私
法
の
効
果

法
﹇
準
拠
法
﹈
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
範
囲
に
お
い
て
考
慮
す
る
と
い
う
命
題
は
、
こ
こ
か
ら
生
じ
る
」
と
さ
れ
る
。
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﨑
）

一
五
九

（
65
）　M

ann, supra note 10, p. 159.
（
66
）　Schurig, supra note 10.

（
67
）　Schurig,  supra note 10, p. 73-76.

（
68
）　Schurig, supra note 10, p. 327-330.

（
69
）　Basedow

, supra note 48, p. 21.

（
70
）　Ibid.

（
71
）　D

robnig, supra note 43, p. 3.

（
72
）　Ibid.

（
73
）　Sonnenberger, Internationales Privatrecht/Internatioanles Ö

ff entliches R
echt, in : 

 Festschrift für K
urt Rebm

ann zum
 65. 

Geburtstag

（C.H
. Beck, 1989

）, p. 819, 828.

（
74
）　

前
注（
5
）。

（
75
）　W

engler

の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
そ
の
国
の
基
本
的
な
秩
序
に
反
す
る
不
法
の
行
為
に
対
し
て
法
令
で
禁
止
を
定
め
る
国
に
、
そ
の
よ
う
な
立

法
の
発
布
の
た
め
の
国
際
的
な
管
轄
権
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
令
に
背
い
た
場
合
の
│
│
契
約
無
効
な
ど
の
│
│
民
事
法
律
関
係
に

対
す
る
効
果
が
、
契
約
準
拠
法
に
か
か
わ
ら
ず
法
廷
地
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
内
外
の
法
の
定
め
る
禁
止
、
そ
の
効
果
と
し
て
の

制
裁
効
果
を
法
廷
地
の
法
秩
序
が
受
け
入
れ
る
か
を
、
裁
判
官
が
契
約
準
拠
法
に
か
か
わ
ら
ず
に
判
断
す
る
仕
組
み
が
、
特
別
な
（
双
方
向
の
）

連
結
で
あ
っ
た
。W
engler

の
い
う
不
法
の
効
果
（
法
規
の
違
背
に
よ
り
生
じ
る
契
約
無
効
な
ど
の
効
果
）
を
、
不
法
を
定
め
る
法
規
そ
の
も
の

か
ら
分
け
た
の
が
、N

eum
ayer

で
あ
る
。

（
76
）　

多
喜
寛
「
国
際
私
法
に
お
け
る
外
国
法
適
用
の
法
的
意
味
に
つ
い
て
」『
国
際
私
法
の
基
本
的
課
題
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
九
年
）
四

三
頁
。

（
77
）　

二
〇
〇
八
年
六
月
一
七
日
の
契
約
的
債
務
関
係
の
準
拠
法
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
規
則
五
九
三
／
二
〇
〇
八
（
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
）

　
　
　

第
九
条
一
項　
「
優
先
的
強
行
法
規
は
、
い
ず
れ
か
の
国
に
よ
り
、
当
該
法
規
を
尊
重
す
る
こ
と
が
そ
の
国
の
政
治
的
・
社
会
的
・
経
済
的
秩

序
と
い
っ
た
公
共
の
利
益
を
安
全
に
保
つ
た
め
に
重
大
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
な
強
行
法
規
で
あ
り
、
そ
の
適
用
範
囲
に
該
当
す
る
あ
ら
ゆ

る
状
況
に
対
し
て
、
本
規
則
の
下
で
そ
の
他
の
点
で
適
用
さ
れ
る
契
約
準
拠
法
に
か
か
わ
ら
ず
、
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。」



一
六
〇

　
　
　

第
九
条
二
項　
「
本
規
則
の
い
か
な
る
規
定
も
、
法
廷
地
法
の
優
先
的
強
行
法
規
の
適
用
を
妨
げ
な
い
。」

　
　
　

第
九
条
三
項　
「
契
約
債
務
の
履
行
地
国
の
法
の
優
先
的
強
行
法
規
は
、
こ
れ
ら
の
法
規
が
当
該
契
約
の
履
行
を
違
法
と
み
な
し
て
い
る
か
ぎ

り
に
お
い
て
、
そ
の
効
果
を
認
め
得
る
。
こ
れ
ら
の
法
規
の
効
果
を
認
め
る
か
否
か
を
判
断
す
る
際
に
は
、
そ
れ
ら
の
法
規
の
性
質
、
目
的
お
よ

び
そ
の
適
用
不
適
用
の
結
果
に
つ
い
て
考
慮
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

（
78
）　

一
九
八
七
年
一
二
月
一
八
日
の
ス
イ
ス
国
際
私
法
典

　
　
　

第
一
八
条
（
ス
イ
ス
法
の
強
行
的
適
用
）　
「
ス
イ
ス
法
の
諸
規
定
は
、
そ
の
特
別
な
目
的
の
た
め
に
、
本
法
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
る
法
に
か
か

わ
ら
ず
、
強
行
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。」

　
　
　

第
一
九
条
一
項
（
外
国
法
の
強
行
規
定
の
考
慮
）　
「
ス
イ
ス
法
の
見
地
か
ら
当
事
者
の
一
方
が
保
護
す
べ
き
価
値
の
あ
る
明
ら
か
に
優
越
的
な

利
益
を
持
ち
、
そ
の
利
益
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
場
合
で
、
か
つ
当
該
事
案
が
そ
の
法
と
強
い
関
係
を
有
す
る
と
き
は
、
本
法
に
よ
っ
て
指
定

さ
れ
る
法
に
代
え
て
、
強
行
的
適
用
を
求
め
る
い
ず
れ
か
別
の
法
の
諸
規
定
を
考
慮
で
き
る
。」

　
　
　

第
一
九
条
二
項　
「
そ
の
よ
う
な
規
定
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
か
は
、
そ
の
規
定
の
目
的
、
お
よ
び
、
そ
れ
に
よ
り
ス
イ
ス
法
の
見
地
か
ら
正
当

な
司
法
判
断
が
導
か
れ
る
か
を
考
慮
し
て
判
断
さ
れ
る
。」

（
本
学
法
学
部
教
授
）


